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セクションA： 本ツールキットについて
本ツールキットは、人道危機における早すぎる結婚（児童婚、

以下、児童婚）の実態と、現行の人員・プログラムがそれに対

してどの程度対応できているかをより深く理解するため、児童

婚が行われる背景・文脈を分析する上での指針とさまざまな

方法を示している。児童婚に関する文脈分析を実行する主な

目的は、既存のプログラムと活動への情報提供とともに実際

の活動に基づいた今後の防止策と対応策の明確化である。

文脈分析は、関係者と資金提供者が児童婚の規模や影響に

基づいて適切な優先順位をつけて、提言活動が行われる上で

も役立つ。

児童婚は、GBVの一形態であり、伝統的、文化的、宗教的、あ

るいは先祖伝来の慣習と関連している場合
が多いことから、この慣習/行動/考え方について議論しようとす

ること自体が、非常に注意を要するものである場合が少なくな

い。そのため、職員がこのデリケートな問題を安全かつ倫理的

に扱うための追加の指針が求められていた。

様々な人道支援の状況で活用できるよう設計された本ツール
キットは、それぞれの状況下で可能な対応、リソース、エビデン
スに応じて文脈分析を行うために、段階的アプローチを提供し
ている。

本ツールキットは、特に難民と避難民の状況に特有な要素に

重点を置き、質の高い倫理的なデータ収集、文献レビュー、

ニーズ評価、ジェンダー分析の実施方法に関する既存の指針

と基準を補完することを目的としている

（主要参考文書を参照）。

本ツールキットの内容は、例えばアプローチ方法など様々な評

価や調査に取り入れて活用でき、複数の機関による文脈分析

や人道ニーズ概要の一環として使用できる。また、児童婚につ

いて単独で文脈分析を行う際にも活用することができる。

ツールキットはセクション毎に
構成されている：

セクションA
児童婚の文脈分析を行う上で必要な背景情報を

提供する。

セクションB
文脈分析の実施手順を詳細に説明する。

セクション C
手順で使用する既存のツールとリソースを示す。

概要
本ツールキットは、4つの指針（「交差性」、「女の子の視点に立

つ」、「害を及ぼさない」、「社会生態学的モデル」）から成る概

念的枠組みを用いている。文脈分析のアプローチ方法とデー

タの扱い方は、これらの原則に基づいて決定する。

また、WWNK-CMツールもあり、これによって収集する必要が

あるかもしれない情報が明らかになり、それらを整理してまと

める。このツールは、児童婚の慣行をめぐる社会生態学的領

域のあらゆる局面だけでなく、特定の危機や人道対応に特有

な要素も考慮しており、重要な情報源に導いてくれる。

児童婚は複雑な慣習であり、GBVの一形態である。児童婚を

促す要因は実に様々である。こうした要因は、住民を構成する

小集団や、同じ集団でも地理的位置の違い、あるいは危機的

状況のどの時点かによって変化する可能性がある。

文脈分析の目的は、児童婚に関する家族と女の子の意思決

定に影響を及ぼすリスク要因と保護要因を把握することであ

る。この分析は、現在のプログラムやと活動の能力、および職

員の知識、考え方、行動の評価に活用することもできる。分析

は時とともに変化するため、戦略を決定する根拠として正確性

と信頼性を維持するには、定期的に更新する必要がある。

本ツールキット利用対象者
本ツールキットは、あらゆる種類の人道危機で活動する人道

支援関係者を対象としており、難民や避難生活に特有な要素

に特に重点を置いている。特定の状況下で行われる児童婚を

理解し、その影響下にある女の子とその家族のための活動を

どのように始め、あるいは改善するべきかを知りたい職員が

対象となる。

本ツールキットは、CPおよびGBVの関係者を念頭に開発され
たが、教育、保健、またはFSLのセクター等、幅広く応用でき

る。

文脈分析の完了後は、調査結果を予防対策に的を絞った今

後の活動に活かすとともに、人道支援活動と一体化した児童

婚の抑制策を行うためにも活用すべきである。
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ツールキットの使い方

本ツールキットには、文脈分

析を行う際に使用・活用でき

るツールとテンプレートが多
数含まれている。セクションB
では、文脈分析プロセスの各

ステップに関連するツールが

わかりやすく記載されている。

全てのツールとテンプ
レートの一覧はセクションCに

記載されている。

ツールキット各所に、さらに

詳しい情報や追加の説明

へのリンクが張られてお

り、青い枠で囲まれたボッ

クス内に表示されている。

また、セクションB
の各所にチェック

リストとヒントも記載
されている。

ピンク色で表示された箇所

には、ハイパーリンクや埋

め込みツールが埋め込ま

れており、クリックしてアク

セスできる。

また、セクションB              
のページ右側に              

記載されたリストで、文脈

分析手順のどの

ステップにいるかを         

把握することができる。

ツールキットの基礎となる指針
児童婚に関する文脈分析を行う際には、職員が考慮すべき
主要分野を踏まえた以下の4つの指針を参考にすること。こ

れらの指針は、プログラム活動とFPARの枠組みに基づいて

策定されている。FPAR枠組みを各自の活動に活かす方法

について、詳細はここをクリック。

交差性

交差性の観点を持つフェミニスト理論は、あらゆるコミュニティ

や国ではジェンダーによる力の格差が社会的相互作用、人間

関係、制度の構築に大きく影響していると主張する。この理論

により、様々な抑圧のシステムが性差別とどう重なり合い、相

互作用し、人びとの人生の選択、リソースや機会へのアクセス

を決定づけているかを検証することが可能になる。つまり、あ

らゆる社会・ジェンダー規範に埋め込まれた力の力学と社会

的階層を考慮に入れると、それが児童婚や意思決定とどうい

う形で交差しているかがわかるのだ。ジェンダー不平等だけに

注目するのではなく視野を広げることで、カースト、年齢、人

種、民族、障害、性的指向といった他の要因とジェンダーがど

のように交差して、特定の女の子たちの疎外をすすめ、児童

婚に対する彼女たちの脆弱性を高めているかを理解できるよ
うになる。 交差的アプローチを取ることで、児童婚が行われる

要因を深く理解し、今後進むべき道を決める際に状況に応じ

たアプローチが採れるようになる。交差性の視点を通して活動

を組み立て、各コミュニティの知識と能力を尊重することで、女

の子とそのコミュニティが望む解決策に注力することができ

る。私たちは、把握・設計・実施というプロセスの支援はできる

が、各コミュニティが有害な規範を変えるという当事者意識を

持てるようにするには、安全な空間を許し、与える必要があ

る。

文脈分析を行う1つの目的は、差別的な力の不均衡（関与した

チーム内にある偏見や力の不均衡等）を壊し、作り直そうとする

動きが成果として生まれることである。

それは、使用したプロセス、期待された成果及び行動に関する

提言全てにおいてである。こうすることで、各個人や政治、制

度の力がジェンダーに基づいて生み出される状況に挑み、転

換を図る。提言は交差性の視点で行い、複雑に重なりあう形で

差別が行われることを十分に考慮し、不平等を再生産しないよ

う、また、交差しあう様々な形態や種類の差別に確実に言及す

るようにしなくてはならない。

女の子の視点に立つ

世界中で思春期の女の子は、日常生活に影響を及ぼす不平

等な力の力学に直面している。これは、彼女たちが必要な支

援を得たり、生活の様々な局面の決定を自身で行う能力に影

響を及ぼす。こうした構造的不平等は、彼女たちが自身の権

利を主張する能力、例えば、意見に耳を傾けてもらう権利、質

の高い教育や情報および支援サービスやコミュニティスペース

を利用する権利、自身の身体に関する決定を行う権利、暴力

のない生活を送る権利などの形として現れる。危機下や避難

時には、こうした不平等がさらに顕著になる。女の子は危機の

最前線に立つことがあまりにも多い。だが、彼女たちの声は軽

視または無視され、彼女たちの安全、経済的な安定、教育、健

康、ウェルビーイングは脅威にさらされ、保護システムやセー
フティネットを利用する機会もほとんどない[1-5]。

女の子を対象としたプログラムや支援の設計・提供に彼女た

ちを参加させられなければ、プロジェクトは成果を上げられず、

リソースの無駄遣いに終わるリスクがある。女の子を関与させ

ることができないと、活動や行いの安全性が低下しかねず、こ

れによって、児童婚を容認・助長し、延々と継続させる有害な

規範と考え方が強固になる可能性がある。これが最終的に、

女の子の脆弱性を高めることになる。女の子に力を与える機

会を逃すことは、私たちが自ら定めた指針や最低基準、影響

を受ける人びとへの説明責任に反し、ひいては私たちの行動

がむしろさらなる害を及ぼすことにもなりかねない。

ADDITIONAL RESOURCES ON 
YOUTH INVOLVEMENT
Adolescent participation in UNICEF monitoring  and 
evaluation, UNICEF, 2019, available here

Standards for enhancing meaningful engagement 
of youth in evaluation, UNFPA, EvalYouth Global 
Network and Global Parliamentarians Forum for 

Evaluation, 2023, available here

STEP 1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5

https://apwld.org/feminist-participatory-action-research-our-journey-from-personal-change-to-structural-change/
https://www.unicef.org/evaluation/media/2746/file/UNICEF%20ADAP%20guidance%20note-final.pdf 
https://www.unicef.org/evaluation/media/2746/file/UNICEF%20ADAP%20guidance%20note-final.pdf 
 https://www.eval4action.org/standards 

 https://www.eval4action.org/standards 

 https://www.eval4action.org/standards 

 https://www.eval4action.org/standards 
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女の子を巻き込むことで、変化をもたらせる、影響力と価値の

あるプロジェクトを開発できる可能性が高まる。それは、その

支援の「何を」「どこで」「いつ」「なぜ」「どのように」行うかを特

定する際に、可能な限り積極的に女の子を参加させるアプ

ローチである。女の子を当初から関与させることで、彼女たち

はコミュニティで起きる前向きな変化の一部となる機会をえる

ことができー彼女たちは、自身の生活における変革の担い手

となる。また、ユースのエンゲージメント（活動に参加し、自らと

人びとの意識・行動を変えていくこと）は女の子の個人の成長

を促し、スキルの向上とエンパワーメント（自分の人生を切り

開く力を高めること）、さらに権利を主張し、声を上げる意欲の

向上につながる。

害を及ぼさない

「害を及ぼさない」という原則は、いかなる行動も関係する人

びとへの支援や保護に悪影響を及ぼさないようにすることを

意味する。児童婚に関する文脈分析を行う際には、どんな活

動であれ、全ての思春期の女の子に及ぼす影響に特に注意

を払うべきである。また、兄弟姉妹、保護者、家族、あるいは

コミュニティの男性や男の子、現在のプログラムや職員、組

織など、彼女たちを支える環境から二次的に生じる可能性の

ある影響についても考えるべきである。

さらに、「害を及ぼさない」原則では、コミュニティとの交流や

共に計画した活動が有意義で、必要とされ、参加型であるか

を厳しく評価することが求められる。

また、既存のコミュニティの慣行や知識を活用し、可能な場合

には、コミュニティの能力強化とコミュニティへの説明責任の

強化も求められる。つまり、一次データを直接収集することが

必須であり、データ収集の過程で女の子やその家族、職員が

危害や反発を受けるリスクにさらされないことを保証するとい

うことである。さらに、調査結果を公表または共有する際に

は、全ての参加者を特定不可能な状態にしておく必要があ

る。

社会生態学的モデル

社会生態学的アプローチでは、個人、関係性（家族や同世代

の仲間）、コミュニティ、社会、危機という複数の層から成る環

境要因と個人との複雑な相互作用を通して（人間の行動を）

総合的に考えるプロセス設計が必要となる。こうした複数の層

は互いの中に内包されていて相互に関連し合っているが、実

際には相互に関連しているが故に、各層を明確に捉えるのは

容易ではない。ここでは、人道危機における児童婚に焦点を

当てているため、より広範な人道環境も１つの層として考慮す

ることになる。それにより、人道支援が児童婚のリスクに与え

る影響、あるいは児童婚を防ぐ保護要因に与える影響を理解

することにつながる。社会生態学的アプローチを用いること

で、子どもの発達・ウェルビーイングに影響を与える要因と相

互関係を明確にすることができ、特定の問題に対して、より総

合的で多層的な考え方でアプローチすることが可能になる
[6]。
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社会生態学的モデルは、以下の点に基づいている。

● 思春期の若者は、自身と仲間の保護とウェルビーイングの
ために積極的に参加する。

● 思春期の若者は主に家族の中で育つが、この層には他の
近親者が含まれることもある。

● 家族はコミュニティに属す。
● コミュニティは広域な社会を形成する。
● 人道支援関係者の存在は、新たなリスクと共に保護要因も

コミュニティにもたらす。

児童婚という問題に直面している個人に焦点を当てるのに有

効なため、私たちはこのアプローチを採用する。このアプロー

チでは、対象となる女の子を支援・保護するために、様々な

問題や可能な軽減策、解決策を検討する。また、児童婚の意

思決定に影響を与える様々な要因を総合的に把握すること

で、他のセクターと連携・調整して多層的で一体化した行動

がとれるようになる。

児童婚の阻止と対応に関する長年の調査と活動により、セク

ター横断的かつ多層的なアプローチの根拠となるエビデンス
が構築された [7–10]。 入手可能なプログラム評価について

最近行われた分析では、社会的・経済的に最も困難な状況

下にある女の子の場合でも、個人、コミュニティ、サービス提

供、政策の各レベルにまたがる活動が、結婚を遅らせ、思春
期の妊娠を減らす上で有効であることが分かった [8]。

児童婚撲滅のための唯一の解決策というものはない。しか

し、セクター横断的かつ包括的な戦略を用いることで、この慣

習の撲滅に具体的な成果を上げることはできる。

児童婚による権利侵害に、単独で取り組むのではなく、法律

や政策の変更、利用できるサービスの提供と拡充、家族やコ

ミュニティの協力、女の子のエンパワーメント支援といった、よ
り広範な枠組みの中で取り組むべきである[8-11]。

長期的な人道支援よりも制限があるとしても、このアプローチ
を文脈分析に活用することで、実際にある不足や矛盾、課題
に関するエビデンスがさらに集まり、そうした課題に人道支援
プログラムで取り組むことが可能になる。

WWNK-CM：要約
WWNK-CMツールは、異なる角度から得られる情報を通して

考え、文脈分析を行う際に役立つ。 状況分析やジェンダー分

析など、既に手元に情報がある場合もあるが、他のセクターか
ら収集したり、対象を絞った一次データの収集が必要な情報も
ある。

このツールは、社会生態学的モデルを応用して構築されてお

り、私たちが収集する必要がありそうな情報を得て体系化する

ことを目的としている。このツールを使うことで、児童婚を取り

巻く状況を把握するために、個人、家族、社会、人道支援の各

レベルにある様々なリスク要因と保護要因が明らかになる。ま

た、社会や文化にある有害な規範およびジェンダー規範を明

らかにし、危機と対応の結果として生じる新たなリスクと機会を

把握する上でも役立つ。以上により、このツールを使うことで

児童婚という慣習の全体像をつかむことができるようになり、

特有の要因を把握して不足している情報を見つける上で役立

つはずである。

社会・文化的
規範と考え方

個人

例：女の子、子ども、

思春期の若者

児童婚、基本的な

ニーズやサービスへ

のアクセス、希望や夢

に対する脆弱性

人間関係と家族

保護者、友人、家庭

レベルにおける

児童婚のリスク

要因と保護要因

コミュニティ

コミュニティにおける

リスク要因と保護要

因、社会規範とコ

ミュニティサービス、

コミュニティを基盤と

した集団と仕組み

人道支援能力と
調整

職員の知識と考え方

によるリスク軽減、

および児童婚と思春

期の女の子の優先

社会

児童婚を防ぎ、既婚の

女の子とその権利を保

護する法律、政策、

立法、 サービス

https://planinternational.sharepoint.com/:b:/s/Toolkits/ESJeJYazjhJPjUyDQK_58TQBInNBjH53Hd23bJLIm7bVgA?e=406e65 

https://planinternational.sharepoint.com/:b:/s/Toolkits/ESJeJYazjhJPjUyDQK_58TQBInNBjH53Hd23bJLIm7bVgA?e=406e65 
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表：WWNK-CMツールの概要版

レベル WWNK-CM

個人
例：女の子/子ども

児童婚、基本的なニーズや
サービスへのアクセス、希
望や夢に対する脆弱性

● 児童婚に対する子ども、思春期の若者、その家族の脆弱性の概要。

● 女の子は保護に関してどんな不安を抱えているか？ 男の子の不安とは違うのか。

● 児童婚のリスクにさらされているのは誰か。また、その理由は。

● 児童婚の既婚者または結婚経験のある者は誰か。なぜ結婚したのか。結婚は自発的なもの
か、それとも他者からの強制によるものか。それらの女の子がサービスや支援を利用する際
に直面する制約や障壁は何か。

● 児童婚が、女の子(および/または男の子)、早すぎる妊娠および/または母であること、教育、
権利や登録へのアクセスに及ぼす影響。

● 思春期の若者、特に女の子の参加と意思決定力。

人間関係と家族

保護者、家庭レベルにおけ
る児童婚のリスク要因と保
護要因

● 結婚相手（配偶者のプロフィール）はどんな人か。

● 保護者が児童婚を強いる動機は何か。例えば、保護者や配偶者の収入創出機会など基本
的なニーズを満たすための家庭のFSLなど。

● 家庭環境の安全性。

● 社会規範、ジェンダー規範：男の子とは異なる、女の子に対する期待と価値観（教育、雇用、
結婚、人間関係に対する保護者の態度を含む）。

● 結婚を理想化する、結婚の慣習に従う、あるいは、従わない同世代の仲間の存在など、児

童婚を支持あるいは反対する意思決定に仲間が及ぼす影響。

コミュニティ

コミュニティにおけるリスク

要因と保護要因、社会規範

とコミュニティサービス

● 結婚を遅らせることのメリットや、結婚に代わる女の子の選択肢に関する情報へのアクセス。

● コミュニティ指導者層（コミュニティ、行政、宗教的指導者）が児童婚に関わる、または阻止する
動機と見返り。

● 児童婚から女の子を守るためのコミュニティの能力と考え方 - 例えば、支援体制。

● 児童婚のリスクのある、あるいは婚姻歴のある女の子とその家族を支援するコミュニティサー

ビスの能力とあり方。

● 第二次性徴期、月経等、思春期や成人期への移行に伴う体の変化に関連する慣習として、児
童婚を受け入れる考え方に、社会規範・ジェンダー規範と文化的慣習が与える影響。

人道支援能力と調整

職員の知識と考え方による

リスク軽減、および児童婚

と思春期の女の子の優先

● 現状と危機以前の児童婚の慣行と意思決定の傾向に見られる変化。

● 支援の提供や児童婚に関連するリスクを特定・対処し、若い女の子の既婚者・妊婦・母親を

支援対象に含める人道支援の対応・調整能力。

● 全ての思春期の女の子を支援するために必要なプログラムと従事者の態度と知識。

● 婚姻歴のある女の子がサービス・支援を利用する際に直面する障壁とは何か。

● 児童婚の事例における難民保護手続きの状況。

● セクター全体および資金提供者・政府の間で、児童婚への取り組みを保護に関する主要課
題として優先し、可視化する。

社会

法律、政策、立法、

サービス、および環境整備

● 国および地域レベルでの児童婚に関する政策および法律（法定婚姻年齢およびその例外、

性的同意の法定年齢、既婚および妊娠した女の子の教育へのアクセスなど）。

	● 難民/避難民コミュニティのための法律・権利の法的枠組みと施行。

● 児童婚を撲滅するための国の組織と行動計画の特定、およびその実行能力。

● 公式/非公式の婚姻登録および式の手続き、主な強みと欠陥。

● (児童)婚姻と出生登録の状況、情報管理システム。
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セクションA

この枠組み、すなわち項目毎に報告書の調査結果をまとめる
必要はないが、情報を分析する際にこの方法を用いることで、
対象集団に即したプログラムのための戦略や取り組み方を導
き出すのに役立つだろう。

上記は、WWNK-CMツールの要約版であり、完全版はこちら

で確認できる。WWNK-CMツールに列挙されている全ての情

報を収集する必要はない。全ての情報が、それぞれの状況や

その時点に合う訳ではない。このツールの目的は、計画立案

を支える指針となること。例えば、教育や生計、職員研修や変

革、児童婚の影響を受けた男の子等、関心のある分野や情

報が不足している部分、または既知の課題など、焦点を絞っ

て活用することができる。

同様に、より包括的な文脈分析を行う余裕がある場合は、全て
の領域を詳細に調査することもできる。指針として、また計画
立案の参考として活用されたい。

右の四角いチェック欄は、欠けている重要情報がないかの洗

い出しに利用できる。このツールを活用して、主な目的や調査

の重点分野、すでに入手済みの情報、欠けている情報をチー

ムで熟考してもらいたい。

社会規範・ジェンダー規範は、社会生態学的
モデルの全ての領域に浸透している。それらは1つの

領域に分けることはできない。これを踏まえてプロセス
をどう構築していきたいか熟考すること。

危機以前と現在を比較して、意思決定のパターンや早

すぎる結婚の規模に変化が認められるか。

児童婚の意思決定や、結婚に関連するその他の慣

習や規範（第二次性徴期、月経、成人としての第一

歩とされるその他の出来事に関連する慣習等）を推

進する要因にはどのようなものがあるか。また、危機

が始まって以来、それらの要因は変化したか。

ジェンダーによる役割や責任、意思決定権、そして女

の子と男の子に対する教育等のサービスへのアクセ

スについて考えること。

児童婚を防ぎ、対応するために、CP、GBVなど様々な

セクターがどんな能力、知識、リソース、関心を持って

いるか。セクター内で児童婚への取り組みを推進する

上で、障壁となるものはあるか。

武装勢力や武装集団に関わりのある子ども、あるい

は家族が離散した子どもと児童婚の因果関係な

ど、CPに絡んだ形で行われるGBVのリスク。

Hoodo（38歳）が6人の子ども

皆に食事を与えられる日は　

ほとんどない。

WWNKCMツールを使用する際の参考となる事項は以下の通り:

https://planinternational.sharepoint.com/:b:/s/Toolkits/ESJeJYazjhJPjUyDQK_58TQBInNBjH53Hd23bJLIm7bVgA?e=406e65 
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注意！思春期の若者は均質な集団ではない。常に交差的な
視点で考え、「集団Xは…と比較してどうか」と自問すること。

例えば

● 女の子と男の子の比較
● 多様な性的指向と性自認を持つ人びと

● 思春期年少期（10～14歳）と年長期（15～19歳）の女の子

● 思春期年少期（10～14歳）と年長期（15～19歳）の男の子

● 婚姻歴がある女の子（例：結婚、離婚、または夫を失った経

験のある女の子）や若い母親と、未婚または母親でない女
の子との比較

● 難民、移民、避難民と受け入れコミュニティとの比較

● 様々な障害を持つ子どもや思春期の若者

主要参照文書
このツールキットは、3か国で試験的に実施され、そこで得ら

れた教訓が最新版の作成に生かされている。以下は、この

ツールキットの作成に使用された主な参考資料の一覧であ
る。セクションCには、文脈分析の設計と分析に役立つ追加

リソースがまとめられている。

学校でリーダー的存在のClarita（14歳）、

Sonia（20歳）、Shirley（17歳）

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションA

プラン・
インターナショナル

The Adolescent Programming Toolkit 
リンク

WRC、UNFPA、
ユニセフ

A Practitioner’s Guide to the Ethical Conduct of Research on 
Child Marriage in Humanitarian Settings
リンク

Save the Children The Gender and Power Analysis Toolkit (GAP)
リンク

https://plan-international.org/publications/adolescent-programming-toolkit/#:~:text=The%20Adolescent%20Programming%20Toolkit%20has,shared%20by%20frontline%20staff%20globally 
https://www.womensrefugeecommission.org/research-resources/practitioners-guide-ethical-conduct-of-research-on-child-marriage-in-humanitarian-settings/ 
https://resourcecentre.savethechildren.net/document/gender-power-gap-analysis/ 
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セクションB：文脈分析の実施

文脈分析は調査の一形態である。迅速かつ限られたリソースで

実施することも、大勢が調査に参加してより包括的に実施する

こともできる。本書は、文脈分析を行う際に考慮すべき重要な

点を押さえながら、児童婚がどのように行われ、特定の危機的

状況や避難状況においてどんな影響を受けているかを段階的
に探る手引きとなっている。

文献レビューのみを行うこともできるし、リサーチギャップ（先

行研究に不足している部分やさらなる研究が必要とされる部

分）を特定し、利用可能なリソースと能力を活用して、思春期

の若者、コミュニティ関係者、または現場で活動に従事する者

から直接一次データを集めて、文献レビューを補完することも
できる。

このセクションでは、児童婚に関する文脈分析を行うための手

順を簡単に紹介する。この手順は、情報の計画・収集・分析を

行う際に、児童婚に取り組むプログラム活動、支援の提供、提

言活動、職員の能力開発についてそれぞれの状況に応じて
豊富な情報に基づいた決定を行う一助となる。以下では、5つ

のステップを順を追って説明する。ステップ3は、一次データの

収集を計画している場合にのみ必要となる。

● ステップ1 – 文脈分析の対象範囲を決定する

● ステップ 2 – 文献レビューを実施する

● ステップ3 – 一次データを収集する *省略可能*
● ステップ4 – データの分析と検証を行う

● ステップ5 – 文脈分析の結果を公表し、発信する

この手引きでは段階的で直線的なプロセスの形で示されてい

るが、実際には文脈分析の設計と実施は直線的に進まない

場合が多い。ここに挙げた各事項を考慮する必要はあるが、

この通りの順序で行う必要はない。また、プロセスが先に進む

につれてデータや情報を入手できる可能性がはっきりしてきた

ら、前のステップに立ち戻る必要が生まれる場合もある。

ステップ1：文脈分析の対象範囲を
決定する

文脈分析は、利用可能なリソースと能力に応じて行う。文脈分

析を迅速に行うこともできるし、一次データを収集して詳細な

分析を行うことも可能だ。このセクションでは、それぞれの要件

に最適なアプローチを決定するのに役立つツールを紹介す
る。

以下は、様々な事情や制約に応じて、さらに詳しく文脈分析を
行える方法を概説する。以下に示す4つの段階については、

後続のステップで詳しく説明する。文献レビューを行う第1段階

は、過去12か月以内に児童婚に関する文献レビューが実施さ

れた場合、また危機や文脈に大きな変化がなかった場合を除

き、省くことはできない。

このステップで利用可能な
ツールとテンプレート:
● ツール1. 「知るべきこと」枠組み

● ツール2. 調査質問例

● ツール3. 予算に関する考慮事項

● テンプレート1. TOR
● テンプレート2. 活動計画

● テンプレート3. 予算

● テンプレート4. 中核チームの特定

1.1 決定の枠組み

以下の表では、どの段階まで進めるのが適切かを判断する
上で考慮すべき点を概説している。若年層と/または脆弱な集

団から一次データを収集することを検討している場合は、倫

理審査、手配、その他の特別な配慮にリソースや時間がかか

る可能性が高いことを念頭に置き、一次データを収集するか

どうかを決定する必要がある。倫理審査に関する詳細は、ス
テップ3を参照のこと。

Clementine、19歳、マラウイ

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5

https://planinternational.sharepoint.com/:b:/s/Toolkits/ESJeJYazjhJPjUyDQK_58TQBInNBjH53Hd23bJLIm7bVgA?e=406e65 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EUtKOSsLWVdPjo6FR5bwf6YBF2TADxVj26sDglz3a8biww?e=dXJ1V9 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EUQrdPQg6uxGsFYkFS-3pAwB4qZ-QLAKomTkVW7vf2hU2Q?e=yLcKQB

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EeGvY9TpAL9Dq8I9SXaKux4BLgqwvdQ8VQPRlNFgk4AE6A?e=wvPSut 

https://planinternational.sharepoint.com/:x:/s/Toolkits/ETqX6VRxIGxLsHFUTP25_NsB24bqYhreibkyF0QYcUBcew?e=ZLiShV 

https://planinternational.sharepoint.com/:x:/s/Toolkits/Ed3YtqstnWBAo0vKv3Umc_4B9P1zu48zoCt93saSTh0Dbg?e=Wj2zoZ 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EZ4vMf4oMrJPs6ne90tKTDEB7TVfldxJ5JzXSJ4yie8bYw?e=YVGdSg 
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表：文脈分析法の概要と特徴

段階#/方法

第1段階：文献レビュー 第2段階：大人を対象と

した一次データの収集

第3段階：思春期の若者

を対象とした一次データ

の収集

第4段階: CPとGBVに

対する対応能力の

マッピング

重要度 必須 必要に応じ追加 必要に応じ追加 必要に応じ追加

適用 全ての文脈分析の基礎
となり、必要なリソース
が最も少ない。

児童婚の意思決定者と
なり得る、女の子の周囲
の、女の子に影響を及ぼ
す人びとから、情報を収
集してリサーチギャップを
埋めることができる。事
態が深刻、または非常に
注意を要する状況下で、
思春期の若者との接触
が制限、または危険な場
合は、児童婚をした19～
25歳のユース女性から
代わりに聞き取りをする
ことも検討できる。

参加型データ収集から思
春期の若者に関する二
次データがほとんど得ら
れない場合、彼らが直面
している問題に対する彼
らの考えと解決策につい
て、直接彼らと話すこと
が望ましい。これには、リ
ソースとともに強力な
セーフガーディングとリス
ク軽減プロセスが求めら
れる。

実際の対応能力に即し
た文脈分析を行うため、
主なセクターの中で能
力評価をすることが望ま
しい。これは、職員の能
力開発や提言活動の提
言やフォローアップ活動
を決める際にも役立つ。

危機の段階 あらゆる局面/時間 最小限の基本的救命
サービスが整っている*

最小限の基本的救命
サービスが整っている
が、それが思春期の若
者向け/ 若者にやさしい
とは限らない*

最小限の基本的救命
サービスが整っており、
最低6か月間サービスが
稼働している

必要な資金源 低

必要なリソースは少ない;
主に職員の時間

中

一次データ収集を支援す
るための中程度のリソー
スとスキルが必要; 技術
職員による詳細な分析
のための時間; コミュニ
ティ検証ワークショップ/
フィードバック

中

子どもと思春期の若者に
対する一次データ収集を
支援するための中程度
のリソースとスキルが必
要; 技術職員による詳細
な分析のための時間; コ
ミュニティ検証ワーク
ショップ/フィードバック

高

職員・協力者による一次
データ収集を支援するた
めのリソースおよびスキ
ルが必要; 技術職員によ
る詳細分析のための時
間;関係者向け検証ワー
クショップ

能力: 人的資源
とスキル

中

データ分析の技術的支援

中

一次データ収集と分析の
中心となる経験者

データ分析の技術的支援

高

思春期の若者を対象とす
る一次データ収集と分析
の中心となる経験者

データ分析の技術的支援

高

一次データ収集と分析を
技術面で職員の中心と
なって行った経験があ
り、児童婚のプログラム
に必要なことを熟知した
人材

入手可能な情報
のレベル

限定的/広範な情報源で
対応可能

既存情報はあるが、包括
的な最新分析はない

児童婚に関する既存情
報は、思春期の若者との
対話が限定的または皆
無、もしくは古過ぎる恐れ
がある

能力やプログラムマッピ
ングが古過ぎる、または
限られている

*告白から72時間以内にレイプの臨床管理が必要となるような告白があった場合、救命サービスがまだ整っていない状況で話を聞くのは推奨

されない。データ収集を開始する前に、必ず参加者の状況を確認できるようにしておくこと。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5
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1.2 対象範囲の決定手順

特に一次データの収集に関して、どの段階を踏むのが最もニーズに合うかまだわからない場合は、

この樹形図が役に立つだろう。

はい = 文献レビュー + 思春期の若者を対

象とした第3段階の一次データ収集 + 第4
段階の能力マッピング（省略可）を実施

いいえ = 文献レビュー + 大人を対象とし

た第2段階の一次データ収集 + 第4段階

の能力マッピング（省略可）を実施

いいえ = 文献レビュー + 大人を対象とした

第2段階の一次データ収集 + 思春期の若者

を対象とした第3段階の一次データ収集 + 
第4段階の能力マッピング（省略可）を実施

難民という特定の状況下で行われている児童婚について理解したい…

避難民および受け入れコミュニティで児童婚が行われる要因、意思決定の経路、児童婚から子どもたちを守る保護

要因について、入手できる最新の調査と情報は既に十分存在するか。調査対象に思春期の女の子と男の子、および

既婚の子どもが含まれているかを確認すること。

一次データ収集と分析を行うリソースと能力はあるか。データ収集と分析、出張、職員の時間等に要する予算について

考えること。

安全性と危機管理の観点から、職員、ボランティア、参加者を危険にさらさずに一次データを収集できるか。

専門知識を持つ職員は確保されているか、また、安全性と危機的状況*を考慮した上で思春期の若者から一次データを

収集することは可能か。

コミュニティの認識や意思決定者に関する最新の情報は既にあるか。

はい = 文献レビューと第4段階の能力

マッピング（省略可）を実施

はい

はい = 一次データ収集を実施

はい

いいえ

いいえ= 文献レビューと第4段階の能力

マッピング（省略可）を実施

いいえ= 文献レビューと第4段階の能力

マッピング（省略可）を実施

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5
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1.3 目的と調査で行う質問を決定する

文脈分析の目的と調査の質問で使用する用語の意味を慎重
に検討すること。必要に応じ、TOR等の文書内のどこかに定
義を記載すること。

1.3.1 目的

調査目的には、何を目指して文脈分析を行うのかを明示し、

各作業をなぜ行うのかを明確にすること。調査の主目的とし
て、焦点を絞った明確で現実的な目的を1つないし2つ設定

するのが望ましい。文脈分析の規模や範囲に応じて、主目的
に付随する詳細な副目的を2～4つ設定することも可能であ
る。

間口を広げず、本当に知りたいことだけを扱うようにするこ
と。扱おうとするテーマが多過ぎたり、1つのテーマで扱う範

囲を広げ過ぎたりしがちだが、これは調査の質を低下させる

場合がある。質問を増やせば、収集すべきデータも増えるた

め、知りたいことを絞り込むようにすること。

明確で焦点を絞った、現実に即した目的は、質の高い調査を

行う上で最も重要な要素のひとつである。この段階では、以
下の質問を参考にするとよいだろう。

● 文脈分析の目的は何か

● 検証すべき仮説があるか

● 何が起きているのかを調べる（記述的調査）のか、それと
も、なぜそれが起きているのかを調べる（説明的調査）のか

● この調査を完遂するにはどんな情報が必要か、手持ちのリ
ソースでその情報を収集できるか

様々な文脈分析の目的の例

この文脈分析は...

● ナイジェリア北東部における紛争が、児童婚に関する

意思決定にどのように影響しているのかを明らかにし、

現金給付の取り組みによって、女の子とその家族が児

童婚に頼らずに済む可能性を高められるか調査するこ
とを目的とする。

● エチオピア・ティグライ州で行われている児童婚への対

応を改善するために、特に既婚の女の子と若い母親へ

の支援に重点を置いた能力開発計画を、エビデンスに
基づいて策定することを目的とする。

● バングラデシュのコックスバザールでのロヒンギャ難民

対応において、適切に情報を提供し、状況に合ったプ

ログラムを策定するべく、思春期の若者が直面する児
童婚のリスクと保護要因の解明を目的とする。

1.3.2 調査の質問項目

調査の質問を練り上げることは、有意義な調査を行う上で重

要な要素だ。調査の質問は、プロジェクトの範囲を明確に示す

ものでなければならない。焦点の絞られた明確かつ適切な質

問なくして、優れた調査はあり得ない。また質問を通して、調査

プロジェクトの終了までに何を深く知りたいのかがわかるもの

でなければならない。調査の最後に質問に立ち戻り、その答え
が結論で使える形が良いだろう。

調査の質問は、テーマを絞り込むのに役立つ。質問がなけれ

ば、調査は焦点が定まらず、データ収集も不必要で役に立た
ないものになる可能性が高い。 調査プロジェクトの範囲は時

間、リソース、職員の制約により決まるため、調査の質問を決
める際にはこの点を念頭に置くこと。 調査の質問によって、収

集すべきデータと、そのデータを分析する際に使用する手法

が決まることにもなる。したがって、質問の設定は、調査の手
法とデータ収集ツールの開発と連携して行うことになる。

多くの質問に短い回答を返す形よりも、少ない質問にしっかり
と回答する方が望ましい。調査で行う質問は3～5問程度に留

めるのを推奨する。

調査の質問は、調査の目的に根差し、各文献レビューの特徴

に合ったものでなければならない。また、入手できる情報次第

では、文献レビュー後に調査の質問を修正することも必要にな
る。

プロジェクトの目的に応じて、質問は「何」、「なぜ」、「どれ」、
「どのように」で始まる場合があり、質問は3タイプになる。文脈

分析では、3タイプの全ての質問に対応する、基本的な質問例

が作成される場合がある。

Parmin*（13歳）
は、12歳の時に危
うく結婚するところ
だった。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5
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表：質問のタイプと目的の例

質問のタイプ 内容 例

状況描写 何が起きているのか/何が
存在しているのか

マリの難民集団で思春期の男の子に見られる児童婚の広がりと彼らに及
ぶその影響を調査する文脈分析。

関係性 2つ以上の事柄の間の関係 ニジェールの避難民キャンプと受け入れコミュニティで暮らす既婚の思春
期の女の子の体験を調査する文脈分析。年齢、ジェンダー、避難状態、
婚姻状態の関係性を調査する。

因果関係 原因となる1つ以上の事柄
が結果として1つ以上の事
柄をもたらす、または影響
を与えているか

モザンビークのナンプラ地域のコミュニティで、サイクロンXが児童婚に関
する意思決定に影響を与えたかを調べる文脈分析。サイクロンを原因と
し、その結果として児童婚率が変化したかを調べる。

目的と質問の例

目的 本調査は、深刻な食料不安に苦しむジンバブエのチレジ地区の特定のコミュニティに暮らす思春期の女
の子のニーズと優先事項を理解する上で役立つ。全体的な目標は、児童婚に対応・防止するために女の
子主導でコミュニティを基盤とするアプローチを各コミュニティに合わせて開発し、女の子、女性、そしてコ
ミュニティをプログラムの支援を受ける存在から、自ら他者と深くかかわり自分の人生を切り開く能力を持
つリーダーへと変えることである。この目的の達成に向け、本調査では混合手法による参加型の設計が
行われている。

調査の質問項目 	● チレジ地区の特定のコミュニティに住む思春期の女の子のニーズと優先事項は何か

● これらのコミュニティにおける児童婚の主な要因は何か

● 思春期の若者とその家族のどんな資源や適応能力が、児童婚のリスクを軽減し、他の選択肢を広め

るか

● チレジ地区の既存のプログラムとサービスは、思春期の女の子のニーズにどのように対応しているか

● 思春期の女の子が既存の思春期の若者向けプログラムにアクセス・利用することを妨げている障壁

は何か

また、以下のチェックリストに調査の質問事項を照らし合わせることもできる。

1.4 TORを定める

TORには、合意の得られたコンセプトとアプローチがまとめら

れている。参加を求められる全ての者の適切な役割と責任、タ

スクの目的、調査方法、倫理、成果物または成果、最終報告

書の公開計画等に関するスケジュールの明確化に役立
つ。TORに基づいてプロセスを全ての関係者に可能な限り明

確に示し、最初から軌道をはずれないよう予測できることをコ
ントロールしなくてはならない。

TORの定義にステップ1を活用すること - テンプレート1.TOR
を補助として使用できる。また、最初に調査プロセスの全ス

テップを把握することが、最終案に至るプロセスをしっかりと
TORにまとめる上で役立つ可能性がある。

TORは、各プロジェクト、各文脈分析に必要な情報ごとに定め

る必要があり、2つのTORが同じになることはない。外部コン

サルタントやパートナーを雇う予定がなくとも、TORは作成す

べきである。TORは、秩序ある行動と明確性を維持するため

に必要なロードマップ、あるいは重要な工程表と捉えるべきで

ある。

質問事項チェックリスト:

質問は明確かつ焦点が絞られているか

質問は調査可能か; 調査が行える期間と必要な
リソースを考慮すること

調査の質問に答えるために必要な方法は実現
可能か

調査の質問に答えるために必要な方法は倫理
的であり、セーフガーディング方針を遵守できる
か

調査の質問の範囲が広過ぎたり、狭過ぎたりし
てはいないか

最後に、調査の質問は「だから何」という問いに

答えられるか。質問の重要性を説明できなけれ

ばならず、それができない場合は質問の修正が
必要になる場合がある。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5
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1.5 中核チームを形成する

チーム内で中心となって文脈分析プロセスを調整・管理する人物を決定すること。どの方法でデータを収集する場合も、必要に応じて、

また状況に応じて、以下の職員を参加させることも検討すべきである。

表: 中核チームの役割

必須
中心となる人物を1人決める

専門技術職員 一次データ収集を行う場合

● GBV専門家

● CP専門家

● ジェンダー専門家

● セーフガーディング/PSEA専門家

● M&E専門家

● 関連する技術専門家 - 調
査の質問の焦点に即し、
教育・SRHR・MHPSS・

FSL等

● データ収集者: 年齢、性別、言語、民族、文化的背景を考

慮すること

● 翻訳者/文化面での橋渡し役: コミュニティの翻訳者との

兼ね合いで、性別/年齢/文化的背景/実務経験を考慮す

ること

● 記録係: 性別/文化的背景を考慮すること

上記の担当者のうち少なくとも2人
は、文脈分析に直接関与、または
分析を主導すべきである。他の職員
は分析に参加してサポートを行う。

コミュニティの翻訳者は、専門家としての深い見識が少ない
場合があり、コミュニティの外部の翻訳者ほどの信頼性が
ない可能性がある。この場合、質問の文言を調整する必要
があるかもしれない。

文脈分析プロセスに携わる職員（データ収集者、記録者、進行

役、コミュニティボランティア等）が十分な時間を確保できるよ

う、計画と予算を立てること。これは、ツールの設計やデータ分

析に特に言えることで、予想以上に時間を要することがよくあ

る。文脈分析を外部機関や組織と共同で行う場合は、さらに時
間と能力が必要となる。

1.5.1 データ収集チームの決定

ユニセフ、UNFPA、WRC、Johns Hopkins 大学は、危機下で
行われる児童婚について世界的規模で実施した調査に基づ
き、データ収集チームを探す際に考慮すべき点をいくつか指摘

している[12]。

児童婚等のデリケートな問題について話し合う際は、参加者が

データ収集者、また記録係や翻訳者がいる場合は彼らと同席

する際に、なるべく心地よく感じられることが必要だ。そのため

には、調査対象者と同じような背景や特徴を持つデータ収集

者を採用するのが最善の策である。こうした特徴には、言語、
年齢、ジェンダー、出身地、民族、宗教等が含まれる。

児童婚は、その根本原因が性別に基づく人間関係における不
平等な力関係とジェンダー不平等にあることから、GBV の一

形態である。そのため、児童婚を調査する際には、データ収集

チームの性別、ジェンダー、年齢は、回答者との信頼関係や安

心感、絆を築く上で特に重要となる。これは、子ども、思春期の

若者、ユースからデータを収集する場合は特に言えることだ。

多くの場合、子どもやユースは、ずっと年上の人よりも、自分と

同年齢の人と話す方が話しやすいと感じる。調査チームのリー

ダー、そして理想的にはチーム全員が、少なくとも回答者と同
じジェンダーであることが強く推奨される。

多くの倫理審査委員会やIRBは、児童婚等のデリケートな問題

に関するデータを男性のデータ収集者が女の子やユース女性
から収集することを承認しない。（IRBの詳細は、こちらを参

照）。常に、調査者と回答者の間の力関係やジェンダー面を考

慮し、偏見の少ない安全な空間をどう作るのがベストか意識し

ていなくてはならない。また、回答者がデータ収集チームに安

心感と心地よさを覚えるよう、状況によっては宗教や民族性等

のアイデンティティ要素を考慮する必要がある。この点につい
ては、ステップ3の「倫理的配慮」で詳説しており、ツール4「一次

データ収集における倫理的配慮」も併せて確認すること。

女性や女の子の教育レベルが低い状況下では、複雑な調査

や調査方法、記録を行える読み書き・計算能力を持つデータ

収集者を確保することが難しい場合がある。高等学校以上の

教育を受けた女性、特にデータ収集や進行役の経験がある女

性は、通常、リソースが限られている人道支援の現場では需

要が高いだろう。現地または国の大学やその他の教育機関と

提携できるかを確認することは、常に重要である。大学は、

ユースを対象としたデータ収集に適した若いメンバーを見つけ
る上で格好のリソースにもなり得る。

調査能力は十分ではないかもしれないが、力やジェンダーの

不平等について理解が深いことを考えると、女性団体や組織

と提携することが別のアプローチとして考えられる。このアプ

ローチを採れば、交差性に基づくアプローチを活かした能力開

発へと広がっていく。それこそ、このツールキットが目指す形に

他ならない！

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EcfwYndUqYtImAcXHw1cBFUBjbP9Fehti4x8dIqFxbXtDQ?e=uia25Q

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EcfwYndUqYtImAcXHw1cBFUBjbP9Fehti4x8dIqFxbXtDQ?e=uia25Q
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データ収集チームのメンバー全員に適正な報酬を支払うこと。

難民グループ等、現地のコミュニティ住民をデータ収集員とし

て雇うことに制約がある場合は、彼らが費やす時間とスキルに

対する報酬を別の形で支払うための予算と計画を組むこと。

それには、携帯電話データカード、交通費、食料引換券、他の
適切な手段が挙げられる。

1.5.2 ユースを巻き込む

ユースを共同調査員として参加させることは、作業上、また成

果的にも多くのメリットがあるだけでなく、若い調査参加者に

とっても幸福感や安心感が高まる可能性があり、重要である。
その他のメリットとして:
● データの質が向上し、ユースの参加者を集めやすくなる;
● 調査者と参加者の間の力の差が縮まる;
● ユースが新しいスキルと経験を積むことができ、ユースのエ

ンパワーメントにつながる;
● 世代間の議論と協力が促進される。

ユースは、調査の設計と計画、データ分析、報告書の作成、管

理、手配、財務、結果の公開等、調査プロセスの全段階に関

与することができる。だが、ユースの参加が単に調査のためで

はなく、必ずユースにとって有益で配慮されたものにすること

が重要である。例えば、適切な研修、指導、支援を計画段階で

盛り込み、ユースがストレス等の悪影響を受けずに、力を認め

られ十分参加できる状態にあると感じられるようにすること。参

加することが、ユースの専門的能力の向上につながらなくては
ならない。

このアプローチが強く奨励される一方で、この方法は経験豊富

な大人のデータ収集者を採用するよりも、時間的・金銭的に多

くのリソースが必要であることに留意されたい。この点を踏まえ

て、予算と準備を行う必要がある。例えば、特に若いメンバー

がこうした活動に初めて携わる場合は、経験豊富な他のメン

バーが彼らに助言を行い、指導・監督する必要がある。ユース

が費やす時間と貢献に対しては、経験の有無にかかわらず、
適正な報酬を支払わなくてはならない。

ユースを一次データ収集、またはより広範に文脈分析のプロ

セスに関与させるつもりであれば、セーフガーディングの責任
者およびM&E専門家に助言を求めることを勧める。さらに詳し

い情報と、UNHCRおよびパートナーがM&Eへのユースの参

加を促進するためにユースを含む関係者と作成した新しい基
準については、次のリソースを参考のこと:

ユースの参加に関する追加リソース

Adolescent participation in UNICEF M&E、ユニセフ、2019
年、こちらから入手可能

Standards for enhancing meaningful engagement of youth 
in evaluation、UNFPA、EvalYouth Global 
Network、Parliamentarians Forum for Evaluation、2023年、

こちらから入手可能

1.5.3 データ収集者が簡単に見つからない場合

識字率が低い等、データ収集者の確保が難しい場合は、コン

ピューター支援型の調査法でデータ収集をサポーとすることが

できるかもしれない。だが、これには他のリソース（予算、技

術、人材）をうまく活用する必要がある。質の高いチームを編成

できない場合は、一時データ収集を実施すべきかどうか再考

する必要があるかもしれない。

コンピューター支援法の例

コンピューター支援型自計式調査

面接者の直接的な支援を受けずに、参加者がオンライン

上で直接回答できる方法。

コンピューター音声支援型自計式調査

参加者が事前に録音された質問を聞き、タブレットなど

のタッチスクリーンデバイスを使用して質問に回答する

データ収集方法。

コンピューター支援型電話調査

あらかじめ設定された質問リストに従って、面接者が参

加者に質問し、電話を通じて回答を記録する方法。

経験が浅い、または調査スキルの未熟なデータ収集者を採用

せざるを得ない場合もあり得る。その場合、研修や監督を増

やしたり、あるいは採用した調査方法に修正や変更を加える

必要がでる。データ収集の質と厳密性を最大限高めるために

は、データ収集者の人数を制限するのが通例である。

1.6 予算と作業計画

予算策定と計画は繰り返し行うプロセスである。プロジェクトの

設計段階では、得られた情報をもとにできる限り詳細に計画と

策定を行うべきだが、計画には変更が伴い、プロジェクトの範

囲も広がっていくものなので、プロジェクト開始後も、活動の範

囲や意図する結果に変更があれば、活動計画と予算を定期

的に見直し、監視する必要がある。分析プロセスは、多くの技

術職員による検証、議論、執筆に時間を要する可能性が高い

ことを忘れてはならない。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5

https://www.unicef.org/evaluation/media/2746/file/UNICEF%20ADAP%20guidance%20note-final.pdf 
 https://www.eval4action.org/standards 

 https://www.eval4action.org/standards 
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職員が必要な時間を最優先でプロセスに割けるように、職員
への報酬を盛り込む必要も生まれる。

予算策定と活動計画に関する詳細な指針とテンプレートは、
以下の通り: テンプレート2. 活動計画、

テンプレート3. 予算とツール、ツール3. 予算の検討事項。

1.7 開始時のワークショップ

必要な決定事項を全て確定したら、開始時のワークショップ

を実施する。この時点で、以下の作業を完了している必要
がある。
● 調査の質問の決定;
● TORの立案

● 活動計画と予算の策定;
● チームの確定- この時点でコンサルタントをすでに雇ってい

るかもしれない;
● 一次データ収集の是非を決定;
● 分析の構造を決定。

開始時のワークショップは、プロジェクトの開始時に携わる全

員で文脈分析プロセスの各ステップを議論する上で役立つ。こ

れは、皆が顔を合わせ、疑問点を明確にする機会である。ま

た、技術面で必要な様々なサポートの優先順位を決定するこ

ともできる。開始時のワークショップでは、以下のテーマを扱う
と良いだろう。
● 導入
● プラン・インターナショナル、UNHCR、その他関連パート

ナーの紹介

● 調査の質問事項と目的

● 想定している方法

● 倫理、セーフガーディング、データプライバシー

● 職員および関与する様々な事務所（例えば、グローバル、

地域、国別事務所）の役割と任務。開始時に要求事項を明
確にするため、MOUを取り交わすことも検討できる。

● 取り組み方

● 成果物

● スケジュールと今後のステップ

● 質疑応答

文脈分析を期限内に完了するには、強力な調整力とリーダー

シップが役立つだろう。

子どもにやさしいスペースから帰宅
するRouguy（14歳）と友人たち

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

ステップ1
STEP 2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5

https://planinternational.sharepoint.com/:x:/s/Toolkits/ETqX6VRxIGxLsHFUTP25_NsB24bqYhreibkyF0QYcUBcew?e=ZLiShV 

https://planinternational.sharepoint.com/:x:/s/Toolkits/Ed3YtqstnWBAo0vKv3Umc_4B9P1zu48zoCt93saSTh0Dbg?e=Wj2zoZ 
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ステップ2: 児童婚に関する文献
レビューの実施
既存の文献の調査は有用な理論・用語・方法の設定につな

がるため、文脈分析を行う意義の明確化に重要な役割を果

たす。文献を調査することで、自分たちが行おうとしている文

脈分析で既存のエビデンスの不足やずれを埋められるかどう

か確認することができる。特に対象集団や背景が自分たちと

類似していて、テーマに関するエビデンスがすでに大量に存

在する場合は、新たな調査を実施する必要はおそらくない。

その場合、把握しきれていない情報や、これまでの調査にな

かった視点を洗い出してはどうか。例えば、ある特定のコミュ

ニティや危機においてすでに児童婚が調査されていても、結

婚を経験した女の子の声が十分に反映されているだろうか、

離婚した女の子や幼くして結婚した女の子がどんな影響を受

けているか明らかになっているか、等である。

このステップで利用可能なツール
とテンプレート:
● テンプレート5. 文献レビュー検索用語

● テンプレート6. 文献レビュー管理表

文献レビューは、（先行調査の文献では明らかにされていない

部分やさらなる研究が必要とされる部分、すなわち）リサーチ

ギャップが何かを把握し、一時データ収集で補完するための１

つの方法として利用できる一方で、レビュー自体で完結する可

能性もある。しかし、まずはより広範な対象範囲を特定して最

初の分析を行い、その後調査の質問を改善し、児童婚に関連

する特定の要素を掘り下げて調査（またはリサーチギャップを
正確に把握）するとよいだろう。

文脈分析の範囲に応じて、どんな種類の文献レビューを行う

べきかを判断する必要がある。一般的に、ナラティブレビュー

が最も多く選ばれるが、使えるリソースによっては、別の調査

方法も検討すると良い。

Zainabは、まだ学校に通っていた17
歳のときに無理やり結婚させられた。

彼女が学業を再開すると、夫は彼女

のもとを去った。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

STEP 1
ステップ2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EVEoHgJALYNDvq3PRnQAkzsBGfBiymF1qBKnzUxzsXzbVA?e=8iHYDz 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EQn4tKaPjGpHm64WNk1ztg4BWI41SW1XZiRq4AYvqPWdCw?e=wfmVhc 
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表: 文献レビューの種類

説明 長所と短所 例

ナラティブレビュー

ナラティブレビュー（一般的には文献レ

ビューとも呼ばれる）は、ある主題や問

いについて既存の文献を批判的な視点

で評価、要約する。また、テーマに関す

る結論を導き、既存の知見におけるリ

サーチギャップや矛盾を明らかにする。

�
  

範囲 – 見つけた文献に合わせて調
整可能

Handbook of eHealth Evaluation: 
An Evidencebased Approach1th
の第9章を参照[13]。

システマティックレビュー

システマティックレビューとは、あらかじ

め設定され標準化された調査方法に

従って実施されるものである。評価対

象となる論文、読者、取り組み、結果、

収集される情報に対する質問、包含基

準、除外基準は全てあらかじめ設定さ

れている。レビュー著者は、厳密にその

方法に従い、入手可能なデータの収

集・報告・分析を行う。

透明性、再現性があり、偏見を最小限
に抑えられる客観性が非常に高くしっ
かりとした調査方法
調査の質問と範囲に関連する全ての
文献について網羅的・体系的な把握を
目指す

� 多くのリソースが必要

Cochrane Collaboration 
Handbook（ここからアクセス可能）

を参照。

文献解題（参考文献一覧）

文献解題は、引用した書籍、記事、文

書の一覧である。各引用には、その論

文の主な研究結果と、対象となってい

る課題に関連する事項を含む簡単な
要約（通常100～200語）が記載され

る。通常、最低限でも、その文献の目

的、内容の要約、テーマとの関連性、

調査の特別または特別な点、文献の

長所・短所や偏見についての考察が記

載される。

�   複数の独立した論文や調査結果を、

要約された、理解しやすい形で閲覧

できる

� 何を採り入れ何を除外するかをレ

ビュー著者が自由に決定できるため、
偏った見方になる可能性がある

� 入手可能な知識をより総合的に集め

るという点で限りがある

文献解題の指針や例を掲載したウェ

ブサイトは多数存在し、例えばこれは
Columbia大学によるもの。

スコーピングレビュー

スコーピングレビューは、主に文献全体

の規模と範囲がどの程度あるかを評価

し、その量と特性をつかみ、概観を把握

することを目的に、迅速に行う文献レ

ビューの一形態である。より包括的な文

献レビューを行う前に焦点を明確化する

ために行われるほか、リサーチギャップ

を把握する際にも行われる場合がある。

�

� 論文の調査結果に焦点を当てる

のではなく、どんな調査がこれまで

に実施された、あるいは実施中で

あるかに焦点を当てる。したがっ

て、政策や実践の提言の根拠に

することはできない。
� 調査や戦略構想への情報提供を

目的とした文献レビューとして有効

である可能性がある

コクラン共同計画のリソースは、ここか

ら参照のこと。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

STEP 1
ステップ2
STEP 3
STEP 4 
STEP 5

リサーチギャップの特定を含む、関
連文献の要約 

�

� レビュー著者の判断で何を採り入れ何

を除外するかを自由に決められるた

め、偏った見方になる可能性がある

� 既存のエビデンスの網羅的な把握・分

析を目指すものではない

�

�   

利用可能な文献の量を把握する、
リソースをあまり必要としない方法

http://handbook-5-1.cochrane.org/
https://columbiacollege-ca.libguides.com/apa/annot_bib
https://training.cochrane.org/resource/scoping-reviews-what-they-are-and-how-you-can-do-them
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2.1 調査の範囲を確定する

文献レビューを開始する前に、職員はリソースの包含・除外基

準を確立すべきである。調査前に基準を作成することで、プロ

セスの指針となって、文献レビューに関連する範囲内に限定し

て検索を行い、逸脱を防ぐことができる。下記を考慮して基準
を策定すると良い。

● 地理的な位置: 国や地域等、例えばバングラデシュや西アフ

リカなど。

● 読者層: 特定の読者層に限定して公開するかを検討する。

● データの有効範囲: 文献レビューの一般的な有効期間は過

去10年間だが、直近の5年間の資料を優先すべきである。ま

た、場合によっては、例えば、コミュニティの状況を一変させ、

そのため過去の調査や情報を一部無効にさせた危機の発生
日など、妥当な基準日を設定できる場合もある。

● テーマ: 例えば、ジェンダー、年齢、健康、人間関係、コミュニ

ティ、社会、危機的状況とその対応。

● 出版物の種類: 例えば、灰色文献や学術誌等。本件の場合

（すなわち、人道危機における児童婚に関する文献レビュー）
は、INGOの報告書等、灰色文献が最も有用であるだろう。

● 出典: 既知の特定の組織がそのテーマについて公開している

もの – 例えば、OCHA、UNHCR、UNFPA、プラン・インター

ナショナル、Girls Not Brides、CARE、Save the Children等。

● 言語: 常に各言語版を扱うように努め、特にその文脈で主要

な言語版は必ず含めること。関連する言語スキルを持つ職

員を指名するか、短期コンサルタントを雇い、追加の言語検

索をサポートしてもらうことも検討すべきだ。また、国家行動
計画等の主要文書の翻訳サポートとしてDeeplやGoogle翻

訳などのオンラインアプリケーションを活用できる場合があ
る。

除外基準には以下を含めること 

● 関連性のないテーマ: 文献レビューの対象外の地理的地域

に関する文書等。（参考になる場合もあるが）

● 出版物の種類: 意見記事や未検証の情報源等。

2.2 文献検索

キーワード検索を行う。Google、Google Scholar、組織のウェ

ブサイト（例: ユニセフ）、ReliefWeb等の他のウェブサイト、

データベース（例: SAGE、PubMed）、学術誌（例: 
Disasters、Journal of Refugee Studies等）で検索できる。

検索用語は絞り込み、簡潔にすべきであり、関連文献を見つ

けるためにキーワードを活用すべきである。例えば、「危機下

の難民における児童婚」のような長くて複雑な表現ではなく、
「児童婚 AND 難民」というように、キーワードだけにすること。

検索用語やプラットフォームの詳細については、テンプレート
5. 文献調査検索用語を参照のこと。

構文検索は情報源の特定に役立つことがあり、例えば、

引用符を使用して「児童婚」などの特定のフレーズを検
索することができる。また、「子ども AND 結婚」、「早い

OR 児童婚」のように、AND、OR、NOTの使用は、検索

範囲を拡大あるいはコントロールする上で役立つ。さら

に、異なる表記が考えられる場合にはアスタリスクを使
用すると便利である。例えば、「子ども*」と検索すると、

「子ども」と「子どもたち」の両方が検索される。

文献を特定するためのその他の考慮事項とヒント

● 関連性が強く有用であるとすでに分かっているリソースで参

照されているリソースを検索することで、入手できる資料を雪
だるま式に増やすスノーボール方式を採用する。

● 特定された知識の不足部分を埋め、（調査で行う）質問の対

象範囲内であることがわかっている情報を得るために、手作
業で検索を行う。

● 当該地域で活動していたり、児童婚に取り組んでいるネット

ワークと連携する。彼らはリソースについて知識があり、知識
不足がある場合は、それを埋めるために公式/非公式のイン

タビューに応じて追加のリソースを提供してくれる可能性が
ある。

● 国、州、地域レベルのワーキンググループや下部会/部会

（例えば、GBVまたはCP下部会の調整役など）に連絡し、最

新の関連文書の共有を依頼する。全てがオンラインで公開さ
れているとは限らない。

重複を避け、検索を容易にするため、文献リソースには必ず明

確な名称を付けること。

2.3 文書追跡、取り込み、検証

リソースを検証し、リソース追跡文書にエビデンスのマッピン

グを始める。これは、検索段階で特定できたリソースから得た
情報をExcelシートやWord文書に手作業で追加する形にな

る。 文献の追跡と包含を補助するテンプレート6.  文献レ

ビュー情報管理表を参考のこと。 また、ソフトウェアツールを

使用して行うこともでき、例えばCovidenceは、複数人でレ

ビューを行っている場合に、文書の数に応じて活用できる。

使用する表は以下のような簡略式になるか、または調査の項

目をさらに追加する形になる。

出典 読者層 調査地と日付 取り組み 調査の設計/
調査方法

調査結果 引用 質的評価

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB
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文献レビュー情報管理システムに取り込まれたエビデンスを

精査し、関連性のないものは除外して、全てのリソースが必

ず包含基準を満たしていること。除外したものについては、
(必要であればその理由とともに)記録しておくこと。

このステップ全体を通して、職員はこれまでの調査の強みと

制約に焦点を置きつつ、調査方法について振り返りを行うべ

きである。

2.4 一次データの収集を伴う/伴わない
文献レビュー

まず調査の質問事項に基づいて文献レビューを行い、その結

果に基づき、一次データ収集の必要性を判断することができ

る。あるいは、最初から一次データ収集実施を計画することも
できる。

いずれの方法でも、一次データ収集で行う質問事項と調査項

目は入手可能なデータと情報に基づき、文献レビューの結果
を踏まえて改良を加えること。

（住民や現在の危機的状況について）、それぞれの状況の中

で児童婚に関する情報がどの程度入手できるか、大体見当が

つけられるかもしれない。これは、一次データの収集が必要か
どうかを計画プロセス開始時に判断する上で役立つだろう。

まず、それぞれの状況において、過去に一次データ収集が実

施されたか、またそのデータが入手可能かを確認する必要が

ある。データの収集を重複して行うと、プロセスを進めていく参

加者の意欲が低下する恐れがあり、時間とリソースの無駄づ

かいになるため、好ましくない。

22

Poonamは13歳で結婚した。学校で

優秀な成績を収めていたが、夫の家

族から中途退学を迫られた。プランの
支援により彼女は勉強を続け、21歳

となった現在、教師となって他の女の

子の力になれる日も近づいている。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB
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5. データ収集の結果を基に、

文献レビューの内容を更新する

3. 調査結果の不足部分と矛盾点を見つける

4. 調査の質問事項を見直し、データ収集
に向けて改良を加える

文献レビューの原案が完成したら、まだ不足している情報
は何かを考えること。以下を考慮するとよい。

● 既に入手可能で収集された情報では、誰かの声が過剰

に、あるいは過少に取り上げられていないか。既婚の女の

子の声は明確にとらえられているか。

● 入手可能な情報は、様々な視点やリスクを捉えているか。

抜けている人はいないか。

● 調査結果を確認・補足・追加するために、誰と話し合うべき

か。

● 机上調査の結果に不足している点を優先し、今、把握すべ

きことは何か。

通常、思春期の若者は、たとえ彼らに関わる問題（児童婚

等）であっても、調査やニーズ評価でその声が十分に聞き取

られ、活かされることは少ない。文献を調査する際には、思春

期の若者がどの程度関与していたかを把握するため、過去

に実施された一次データの収集方法を確認すること。

以下の点を確認すること。

● 思春期年長期/年少期の若者か

● 男の子/女の子か
● 障害、性的指向、異なる民族等、交差性は考慮されていた

か

● 結婚歴のある女の子または若い母親か

入手可能なデータの評価の際には、他にも考慮すべき要因
がある。例えば

● 既婚の女の子の配偶者や保護者の視点や意見がデータ
に反映されているか;

● 調査方法が参加型であったか。これは、調査員が収集でき
た情報の種類や深さに影響を与えた可能性があるため;

● 不足部分を埋めるのに必要な人道対応能力についてどの

程度認識しているか、また、児童婚を防止・対応するべく、

思春期の女の子とその家族のニーズに応えるための現在

のプログラム、優先事項、能力をより正確に把握するため
に入手できるデータや情報があるか。

これらの要因全てが、既存の文献で明らかにされていない部

分や限界があるかを見極める上で役立ち、また、それらを埋

める上で一次データ収集が貢献できる分野を特定することに

つながる。

「知るべきことツール」は、リサーチギャップを把握してどの分

野の情報が豊富にあるかを明確にするとともに、指針として

活用できる。

文献レビューから得られた主な結果をマッピングして整理し、

情報の矛盾や不足がある箇所を特定することは有益だろう。

それを基に、一次データ収集で重視すべき情報を優先順位付

けすることができる。

表: 調査結果とリサーチギャップ
のマッピングの例

机上調査の全体的な
調査結果

さらなる調査が必要な
部分は何か、リサーチ
ギャップは何か

1.児童婚の主な要因は...
2.誰が結婚の意思決定者

であるかについては様々
な食い違いがある…

● 既婚の思春期の女の子

から直接データを収集し

た文献は存在しない。

● 結婚儀式や通過儀礼に

対する宗教指導者の見解

に関する情報に一貫性が

ない。

● 児童婚に関する入手可能

な情報はほぼ皆無であ

る。

一次データ収集を行う場合、データ収集を実施する際に考

慮すべき関連情報を全て網羅した調査プロトコルの作成が
必要となる。テンプレート7. 調査プロトコルを使用した調査プ

ロトコルのサンプルを参照のこと。本セクション（ステップ3）で

は、児童婚に関する一次データ収集の調査プロトコルを完成

させるための主な考慮事項と計画について説明する。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB
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1.調査の質問事項を確定

2.文献レビュー実施
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ステップ3: 一次データの収集

一次データ収集を行わない場合は、ステップ4: データ

の分析と検証にそのまま進むこと

このステップで利用可能なツール
とテンプレート: 
● ツール4. 一次データ収集における倫理的配慮

● ツール5. 参加型データ収集・分析方法の概要

● ツール6. データ収集の参加者例

● ツール7. 思春期の若者の声を聞く際に重要な点

● テンプレート7. 調査プロトコル

● テンプレート8. データ収集を行う上でのセーフガーディング
とリスク評価

● テンプレート9．データ収集計画

このセクション全体を読み、安全で倫理的なデータ収集を行う

鍵となる分野は何か、またスケジュール、予算、能力の範囲内

で何が実行可能かについてチームと話し合った上で、調査プ

ロトコルの作成を開始することが望ましい。このステップに対応

するツール「調査プロトコルテンプレート」を使用すること。これ

は、安全で倫理的な一次データ収集の計画に必要な企画、主

な考慮事項と情報を示したものである。

3.1 倫理的配慮

一次調査を実施するにあたり、言いたくないことを無理やり言

わせてしまったり、参加者にはほとんど何のメリットもないのに

トラウマをよみがえらせたり、それどころか彼らやデータ収集

チームを危険にさらして害を及ぼすことがないよう徹底するこ

とは、支援を提供・実施する者として私たちの責任である。大

半の危機的状況では、リソースは乏しい。そのため、参加者が
GBVや虐待を打ち明けたり、追加の支援を求めた場合に支援

やケアを提供できる状態にあることは不可欠である。予見でき

るリスクを上回るメリットを必ず調査でもたらすようにすること

が、私たちの責任だ。また、調査の実施が、生活に不可欠、あ

るいは救命的な支援を提供している現地の組織や援助機関

に負担を強いるものであってはならない。リソースが限られた
状況では、あらかじめ国および/または人道支援のCP・GBV支

援提供者と連携することが、照会経路や受けられる支援につ

いて明確に理解した上で調査実施の倫理に関する意思決定
を行うために不可欠である。

結婚歴のある女の子の多くが、何らかの形で結婚に関連した

性的虐待を受ける可能性が高いことは認識されている。結婚
歴のある女の子を対象とするデータ収集は、CPまたはGBVの

訓練を特別に受けた女性職員のみが行うべきである。データ

収集では、これまでに経験した可能性のある虐待の詳細を報

告するよう参加者に求めてはならない。その代りに、彼女たち

のニーズ、困難、優先事項に関する質問をすべきである。結婚

前に、あるいは利用したかった情報や支援について尋ねてみ

ることも考えられる。

WHOは、危機下における性暴力の調査・記録・監視に関する

8つの倫理的・安全上の提言を示している。児童婚は必ずしも

常に性暴力であるとは限らないが、多くの場合性暴力と強く相
関するGBVの一形態である。

1 リスクと利益を分析する: 「性暴力の情報を文書で記録
することで回答者やコミュニティに及ぶリスクを上回るメ
リットがなければならない」。

2 調査方法: 「情報収集と文書化は、回答者に及ぶリスク

を最低限に抑える形で、秩序ある方法で行い、現在の
経験と好事例に基づくものでなければならない」。

3 照会サービス: 「個人が自分の受けた性暴力に関する情

報を打ち明ける可能性のある活動を開始する前に、経
験者/被害者に対する基本的なケアと支援が現地で受け

られる状態にしておく必要がある」。

4 安全: 「性暴力に関する情報収集に関わる全ての人の
安全と安心は、最大の懸念事項であり、特に緊急事態
においては継続的に監視されるべきである」。

5 守秘義務: 「性暴力に関する情報を提供する個人の秘
匿性は、常に守られなければならない」。

6 インフォームド・コンセント: 「性暴力に関する情報を提供
する者は、データ収集活動に参加する前に、インフォー
ムド・コンセントを提出しなければならない」。

7 情報収集チーム: 「データ収集チームのメンバーは全
員、厳選され、関連する十分な専門的訓練と継続的な
サポートを受けなければならない」。

8 子ども: 「子ども（18歳未満）が情報収集の対象となる場
合は、追加の保護措置を講じる必要がある」[14]。

● 児童婚その他の形態のGBVに関するデータを収集する際の

倫理的配慮に関する詳細は、WHOのガイドラインおよび

WRCの「A Practitioners guide to Ethical Conduct
of Research on Child Marriage in Humanitarian
Settings」を参照のこと。また、計画と実施支援に向けた一

次データ収集に関する倫理的配慮については、ツール4を

定期的に参照すること。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で
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3.1.1 プライバシーと通報義務

児童婚が違法とされる地域があり、児童虐待や一部の GBV 
について通報が義務付けられている場合があることを踏まえ、

参加者に予期せぬ危害やリスクが及ばないよう、一次データ
収集を計画する際に考慮すべき重要な点が2つある[12]。

1 プライバシー

世界の多くの国では、児童婚を防ぎ・抑止するための法律とそ

の施行に多くの矛盾があり、曖昧なことが少なくない。こうした

現状に、この慣行が何の罰則も受けずに横行する隙が残され

たままになっており、大きな構造的課題の１つだと言える。人

道支援の現場、特に難民支援の現場では、危機の影響を受け

ていない住民に比べ、難民や避難民グループに対して法が厳

しく適用されない場合があるため、さらに複雑な問題が生じる

可能性がある。また、児童婚が一般的な慣行として広く行われ

ながら、コミュニティ内では時として公然と批判される。この法

律の曖昧さの裏側に、こうした現実が存在しているそうした複

雑な社会の見方は、児童婚をした思春期の若者が、スティグ

マを負い、辱めを受ける等、マイナスの影響を受ける可能性が

あることを意味する。例えば、結婚前の性的関係、性暴力やレ

イプ、早すぎる妊娠、あるいは子どもが保護者を馬鹿にしてい

ることで社会から受ける汚名を隠す理由として、児童婚が利用
される場合もある。

データ収集チームの行動と推奨事項: 

● 児童婚に関する法律や規制を調査し、それらに関連する事
項を、データ収集前に、難民、IDP、受け入れコミュニティ等、

調査対象となる全ての集団に対して十分に説明し理解させ
なければならない。

● 質的インタビューの参加者の募集は、広告やチラシの配布で

はなく、コミュニティのつながりや地元のサービス提供者を通
じて人づてに行うべきである。

● 無作為抽出が必要となりうる量的調査では、地元のコミュニ

ティや慣習に精通した調査員を複数人選定することを推奨す

る。こうした信頼のおけるコミュニティの住民から集めた情報

を基に、スノーボールサンプリングを行い、児童婚の影響下

にある女の子と家族を把握する。無作為抽出や戸別訪問
は、この調査には不適切である。

	●

●

参加者の募集、同意、データ収集について結婚歴のある女の

子や若い母親と会話する場合は、近所の人や他の家族にも

見られたり聞かれたりすることのない、プライバシーが守られ
た場所で行うこと。

児童婚が非常にデリケートな問題である、厳しい制約や困難

な状況下では、参加者の保護のため、データ収集を一対一で

行う方が望ましいかデータ収集チームは検討すべきである。

● FGDでは、個人の経験よりもコミュニティの視点について参

加者の意見を引き出すことに焦点を当てた質問を行うべきで
ある。

2 通報義務

これは、データ管理・保存・利用等、調査プロセスの多くの側

面に関係する。しかし、現地の法律や規則により当局への報

告が義務付けられている（通報義務）場合、参加者が児童虐

待の事例を共有または告白した際に、調査員は守秘義務を破

る必要が生じる可能性もある。どんな状況下であれ、児童虐

待が認められたり、記録されたりした場合に報告する義務が
法律で定められているかを確認する必要がある。

データ収集チームの行動と推奨事項: 

● いかなる児童虐待の場合も、調査員の義務として当局に報

告するためにインタビューの機密性を破ることを承認する。

該当する状況では、全ての同意プロセスを開始するにあた

り、「児童虐待を認めた場合、または家庭内での児童虐待に

ついて報告を受けた場合は、当局に報告しなくてはならない

ことをお伝えしておきます」という旨を宣言し、必要に応じて

その内容について明確にすること。

3.2 リスク評価・倫理審査委員会

3.2.1 セーフガーディング

児童婚は非常にデリケートな問題であり、巻き込まれた子ども

や思春期の若者にとって、その経験がトラウマになることが多

い。プラン・インターナショナルの活動の観点から言えば、アフ

ターケアや継続的な支援としてどんなサービスが存在するかを

把握しないまま、こうした非常にデリケートな問題に関する対話

に子どもや思春期の若者、ユースを参加させることは倫理的に
問題がある。さらに、GBVの経験者や、いかなる形であれ虐待

を受けたと思われる人との対話には、細心の注意を払わなけ
ればならない。 担当するのは専門職員のみとし、求める情報

が、トラウマを誘発せず、他の手段では入手できないという明

確な裏付けがなければ、実施してはならない。詳細は、ツール

4. 一次データ収集における倫理的配慮を参照のこと。

子ども、思春期の若者や、児童婚またはいかなる形態のGBV
のサバイバーとされる人を対象とする一次データの収集には、

参加者の安全と最大の利益が総合的に考慮されるよう、倫理

審査が求められる。これは、所属する組織内で可能である場
合もあれば、外部のIRBによる審査を受けなくてはならない場

合もある。例えば、プラン・インターナショナルは内部に倫理審
査委員会があり、IRBとして登録されている。この機関は、プラ

ン・インターナショナルと直接的なパートナーのみ利用可能で
あることに留意すること。

一方、児童婚に関する対話に子どもや思春期の若者を参加さ

せないのは、彼らの声を無視し、彼らに影響を与える問題につ

いて彼らの視点が外される恐れがあり、彼らの主体性や意思

決定への参加を妨げる有害な規範を強化することにもなる。

倫理的な配慮をさらに施すには、より多くの時間、リソース、専
門的能力が必要となる可能性がある。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB
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だが、児童婚の影響下にある子どもや思春期の若者からほと

んど情報が得られていない場合に、彼らと直接話すことで、そ
の文脈分析の信頼性と有効性が高まる可能性がある - 大人

の代理人とだけ話すよりも、さらに有効性は高まる。思春期の

若者と話すことが不可能な場合は、子どもの頃に結婚した
ユース女性（現在18～25歳）と対話することが強く推奨される。

その他の考慮事項: 

● データ収集チームの全員を対象に、セーフガーディング対策
の再教育訓練を実施すること。

● 虐待・秘密の公表・即時支援のための照会経路を含むセー
フガーディング・プロトコルを策定し、チームと参加者に共有
すること。

● 進行役と記録係は、参加者の性別に合わせて選定する。サ

ンプル集団が男女混合である場合、データ収集活動は女性

職員が主導することを推奨する（例えば、女性が質問を担当

するなど）。ただし、男性であるべき重大な理由がある場合は

この限りではない。男性職員が望ましい場合は、男女混合の

データ収集グループの安全性と適切性を検討し、ジェンダー

不平等の永続化につながる有害な社会規範・ジェンダー規

範が強固にならないようにする必要がある。

● データ収集を仕上げる前に、現地職員と、またできればコミュ

ニティで小規模な集団をつくって彼らとともに、専門用語・デリ

ケートな表現・生物学的用語や法律用語を全て確認するこ

と。これにより、翻訳上の齟齬がなく、言葉が不快感を与える

ことなく、データ収集プロセスが円滑にすすみ、受容性・適切

性・明確性が確保できるようになる。

● テンプレート13. データ収集者と話し合う用語を参照のこと

● 3.2.2 安全性と業務の流れ

データ収集期間中の職員とパートナーの安全と安心を考慮す

る際には、活動対象コミュニティとその周辺における移動と活

動が安心安全な環境で確実に行えることに重点を置くこと。

● 調査員の安全を監視するためのプロトコルを確立する。全

てのデータ収集会場への経路、および会場と周辺にあるリ

スクがデータ収集チームや参加者に及ぶ可能性について、

詳細なリスク評価を実施すること。また、職員が目立たない

ように助けを求め、避難を開始するための戦略を策定する
ことも推奨される。

● 出発前に事前説明が行われるようにし、治安情勢に変化が

あった場合に備えて職員とパートナーは警戒するようにする
こと。

● データ収集チームは、自身と子ども、コミュニティ住民の安
全確保のため、2人以下でコミュニティを訪問してはならな

い。

● 子どもや思春期の若者と決して2人きりにならない、また、調

査参加者の家に決して1人で行かないこと。

データ収集プロセス

● データセキュリティと保護プロトコルを設定し、常に遵守する

こと。収集した情報から、子どもや大人の個人を特定できな

いようにすること。

● メモの保管場所と、他人の目に触れるかどうかを確認するこ

と。

● 児童婚をめぐるタブーやデリケートな面を考慮した場合、安

全かつ公平な参加を実現するには男女別グループに分ける

のが望ましいだろう。

照会・開示

● データ収集者は照会経路・心理的応急処置のセーフガー
ディングと訓練を通じて、GBVの告白やその他の虐待・暴力

に備えて準備を整える。

● ジェンダーに配慮した、子どもにやさしい、匿名性を保証する
アクセス可能な報告メカニズムを確立する。

場所・会場

● 各対象集団と話し合い、アクセスが容易で安全な場所を選択

する。特に、若い参加者、女の子、女性にとって安全で適切

な場所であり、参加者が会場に到着・出発する際に、彼らに

スティグマが生じることがないようにする。育児や勤務スケ

ジュールが既婚の女の子や仕事を持つ人にとって、参加へ
の障害となり得る可能性を考慮すること。

● プライバシーが保証された活動場所を見つける。建物内で調

査を行わない地域では、「よそ者」がいる物珍しさから、望ま

ない群衆や注目を集める可能性があり、これが難しい場合

がある。見物人が集まらないように、見物人と別の場所で別

途話し合いをする追加の職員が必要になる場合もある。デー

タ収集者は、危害や暴力を打ち明けられた際に備えて、心理
的応急処置の訓練を受けたり、照会プロトコルを確立する。

IRB 

置かれた状況、組織内の能力、一次データ収集の種類に
よっては、調査プロトコルをIRBに提出して承認を得る必

要がある。必要な事項については、現地のアドバイスに

従うべきであり、また、必要な情報をまとめる際には、こ

の指針を活用すると良い。調査プロトコルに必要な情報

が、ここで推奨する内容で済む場合もあれば、追加の詳
細情報の提供が求められる場合もある。IRBに関するよ

り詳しい指針については、 A Practitioner’s Guide to 
Ethical Conduct of Research on Child Marriage in 
Humanitarian Settingsの第6章Institutional Review 
Boardsを参照のこと[12]。IRBの審査を受けるよう求めら

れない場合でも、組織内に倫理審査委員会がある場合
には、そこに計画書を提出することを強く推奨する（例: プ
ラン・インターナショナル倫理審査委員会）。あるいは、

データ収集前にアプローチやツールを審査し承認する技

術専門家の小グループを立ち上げるか、質の高い調査を

維持し、起こり得る事態に対する対策として、独立した
IRBの審査を受けることもできる。

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で
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データ収集者がカウンセラーの役割を担う必要は一切ない

が、危害を受けたことを適切な大人に打ち明けた場合であ

れば、私たちには彼らを守る義務があることを、事前に子ど

もに知らせる必要がある。

3.3 データ収集ツールの選定と開発

調査の優先分野が決定したら、それに基づき、誰に話を聞き、

最も安全で倫理的な方法でテーマにアプローチするにはどん
な方法が最適かを考えること。

4つの指針、すなわち、交差性、女の子の視点に立つ、害を及

ぼさない、社会生態学的モデルを必ず念頭に置いて、考察を

すすめること。サンプルの規模はリソースと能力によって決ま

るが、足りない部分を調整グループや部会等のより幅広いグ

ループと共有することで、現在だけでなく将来の文脈分析に

活かせる場合もある。

注意: 参加者が増えるとデータ量が増え、分析や処理に要す

る時間も長くなる。データ量がければ、必ずしも文脈分析がよ

り厳密に行えて、より良い結果が得られるという訳ではない。

以下の表はデータ収集方法の種類とデータ収集ツールの基

本的な例を大まかにまとめている。参加型データ収集と分析の
調査方法に関するツール5では、FPARによる参加型調査ツー

ルと調査方法のより詳細なリストも見ることもできる。

表: データ収集方法

使用する方法 具体的な調査方法の例

量的調査

多様なデータソースから

テーマに関連するレベルや

傾向を決定し、数量で示す

● 調査

● 定量的観察（数字や数値
に焦点を当てたデータの
収集）

質的調査

多様な視点からテーマを

深く掘り下げる

● インタビュー
● FGD
● 参加型手法

質問の方向性やツールの開発の一助となるよう、私たちは、
回答者のタイプごとに（例: コミュニティ指導者、父親等）、児

童婚に関する包括的な質問リストも用意している。

Rahimat（18歳）は、思春期の女の子ネットワーク

とともにキャンペーンに携わっている

ツールキット：危機下および強制避難の状況下で
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3.3.1 データ収集ツール開発における重要事項

ジェンダーと力の不平等が常にデータ収集と分析

のプロセスに影響を与えていることを意識するこ

と。常に交差性に留意すること。排除と疎外を延々

と生み続ける有害な現状を強固にするのではな

く、力の再分配と包摂性の支持をすすめること。こ

れは、以下を考慮することを含む（ただし、これに

限らない)。

● データ収集活動の参加者（回答者)は誰か

● 誰からどのように同意を得るか

● どのデータ収集方法が使われるか

● いつ、どこでデータを収集するか
● データを収集者（集計者や翻訳等）は誰か

● データ分析者は誰か

児童婚に関するデータ収集では、参加型手法が最

も効果的かつ倫理的であることが多い。それは、イ

ンタビューに最適な質問を練り上げたりせずとも、個

人または少人数のグループで課題に取り組むことで

打ち解けた居心地の良い空間が生まれ、参加者を

デリケートな話題に抵抗なく導けるからである。ま

た、質問に回答する形よりも、社会規範とジェンダー
規範の実態をつかむことができる。

回答者に、自身の児童婚やその他のGBV関連の経

験について話すよう圧力を決してかけないこと。特
に、どんな形であれGBVや虐待の経験者が、個人

的な体験を話さなければいけないと感じることがな

いようにすること。

● 「まだ子どもの時に結婚した人はいますか。その経

験について教えてください」と尋ねないこと。代わり

に、「このコミュニティでは、女の子が結婚する一般
的な年齢はいくつですか」 「結婚を決めるのは誰

ですか」 「このコミュニティのユースにとって結婚と

はどんなものか教えてください」と尋ねること。

● ビネット・アプローチ（ある状況における課題を盛り

込んだ架空の物語を文章にして回答者に読ませ

る）を採用すること。そして、回答者にそれについ

て考え、意見を述べてみるよう促すが、彼ら個人の

実例を挙げる必要はないことを必ず伝える。告白

を無理強いせずに、社会・文化規範やジェンダー
規範について豊富な情報を得ることができる。

現地職員との共同作業に時間をかけ、可能であれば

コミュニティ住民とも協力して、ツール（質問、言語、
計画）を策定し、文脈に沿ったものにし、検証するこ
と。これは、質問やデータ収集の様式が「害を及ぼさ

ない」の原則に沿っており、把握したい情報の種類に
合ったものになっているかを確認するためである。

「少ないほど豊か」－回答者に様々なテーマについて

多くの質問をしないこと。特定の集団から知りたい情

報を厳選し、できるだけ具体的にすること。これは、

具体的な事柄について有意義な会話を生み出し、表
面的な情報を多く集めずに済む。

可能であれば、回答者と事前打ち合わせの機会を設

ける。事前に、データ収集プロセスと、データ収集実

施組織および回答者からの要望を確認しておくこと

は有益である。通常、疎外されがちで、フィードバック
や情報を提供することに慣れていない回答者（例: 既
婚の女の子や成人女性）も、こうした機会があること

で気を楽にデータ収集に参加することができ、不安

が減り、その結果データ収集の成果を向上させるこ

とができる。

文化的・文脈的要素の絡む児童婚について特定の集団の間で

議論する際には、個々の状況にあったデータ収集ツールを開
発することが常に求められる。例えば、フィリピンのIDPコミュニ

ティにおける児童婚に関するデータ収集の際、児童婚について

直接尋ねると、回答者は意見を言えなくなることがわかった。だ

が、思春期の若者が関心を寄せる問題に焦点を当てて質問を

組み直し、例を挙げ、参加型手法を採ったところ、回答者と

データ収集チーム双方にとって倫理的で心地よい方法で、より
深い洞察を得ることができた。

質問事項の検討に役立てられるよう、WWNK-CM枠組みと関

連付けた質問一覧表を準備した。この一覧表は網羅的ではな

く、また、各調査の状況に合うものかは考慮されていない。ま

た、使用すべき調査方法についてはチームのスキルや能力に
よって異なるため、詳細に説明していない。

全てのツールは、CP、GBVおよび/またはジェンダー専門家、

並びにM&Eの専門家により開発・検証される必要があり、ま

た、調査したい他のセクターの専門家も関与すること。セーフ
ガーディングとPSEAの観点からの検証も推奨されるが、これ

は倫理審査またはIRBでも対応可能である。

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

STEP 1
STEP 2
ステップ 3
STEP 4 
STEP 5
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3.3.2 同意書および情報シート

データ収集ツールに加え、参加者の異なるグループごとに同意

書と調査に関する情報シートを収集する必要がある。また、こ

れらの書面を文字と絵の両方で作成する必要性があるかを検

討すること。同意書と承諾書（黙諾を含む）のテンプレートは、

情報シートと統合された形でこちらから入手可能。

● テンプレート17-21: 子ども、保護者、成人（職員を含む）向け

の同意書/承諾書（黙諾を含む）のサンプル（オンライン用）

› テンプレート17. 子どもと思春期の若者向け情報シートおよ

び同意書

› テンプレート18. 18歳未満のこどもの保護者向け情報シート

および同意書

› テンプレート19. 成人（18歳以上）向け情報シートおよび同

意書

› テンプレート20. 成人向けオンライン同意書および情報シー

ト

› テンプレート21. メディア利用同意書

作成にあたり、対象者の言語・識字レベルを考慮し、複雑な表現

をせず、簡潔な表現を心がけること。

1 個人情報: 氏名、住所、生年月日、性別、メールアドレス、IPアドレス、写真、識別番号。秘匿性の高い個人情報: 生体認証データ、パスポート番号、健康情報、
宗教的信念、人種/民族、性的指向、政治的意見、労働組合への加入状況。

各サンプル集団に合わせた特定の同意書を作成する。 子ど

もからのインフォームド・アセント（本人に同意能力がない場合

に保護者等が判断して本人に同意してもらう過程で得られる

承諾や黙諾を指す）には、既婚の子どもなど十分に成熟して

同意能力がある例外的な場合も含め、異なる書式が必要とな

る。保護者、既婚の女の子の男性配偶者など、特定の書式が

必要になる場合もある。詳細は、以下の表を参照のこと。

● 書式は、（調査のどの段階でも情報や回答を撤回する権利

があること等）の説明を行い、全参加者から署名をもらわな
ければならない。

● コミュニティ住民を特定する氏名や秘匿性の高い個人情報1

は記録してはいけない。通常、収集すべき個人情報は、調

査に不可欠な情報のみであり、例えば年齢層、性別、婚姻

状況などである。秘匿性の高い個人情報を収集する際に

は、その背景を分析し、その状況下で何を収集するのが安
全で必要なのかを自問しなければならない。

● 明確なデータ保護プロトコルが必ず存在すること。

表: 子どもの同意プロセスと免除

子ども（18歳未満）の同意プロセス 子どもの保護者の同意が不要な場合

● まず、子どもの保護者の同意を求める必要がある。

● その後、子どもの参加者の承諾（黙諾を含む）を得ること。

● 保護者の同意と、子どもの承諾（黙諾を含む）の両方が必要

である。両方が揃わないと、データ収集を実行できない。例

えば、保護者の同意は得られたが、子どもが承諾（黙諾を含

む）していない場合、その子どもはデータ収集に関与できな
い。また、その逆の場合も同様である。

● ただし、地域やユースの状況によっては例外が存在する可
能性があることに留意すること。

これは例外を網羅した一覧ではないため、現地チーム/
パートナーおよび倫理審査委員会に相談すること。

既婚の子ども:  

● 子どもが結婚して、配偶者と暮らしている場合、既婚の女の
子の夫から同意を得ることは一般的に望ましくない。

● 子どもが支援サービスを受けており、本人が参加を希望す

る場合は、ケースワーカーが協力し、その子どもの生活の
中で信頼できる大人を見つけて、同意を得る方法もある。

● しかし、児童婚には力学やデリケートな問題が伴うため、反

発を和らげ、参加を確実にするために、データ収集活動に

ついて夫に知らせる必要がある場合もある。女の子の安

全、データ収集チーム、コミュニティ、組織に起こり得るリス

クを特定し、参加のメリットがリスクを上回ることを保証し、リ

スクを軽減するためのあらゆる措置が講じられるように、女

の子が参加する形で包括的なリスク評価を実施すべきであ
る。

他の免除対象: 
● 未成年者が保護者と別に暮らしている場合。

● 法的成人年齢が18歳未満の場合。

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

STEP 1
STEP 2

ステップ 3
STEP 4 
STEP 5
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3.4 サンプリング

サンプリングとは、予め定められた基準に従って、調査者が調

査対象とする人びと、項目、またはモノを選び出して抽出する
プロセスである。意思決定の一環として、ツール4. 一次データ

収集における倫理的配慮を再確認すること。

サンプリングを行う際には必ず交差性に基づくアプローチをと

り、社会の様々な集団の間で交差し、増幅するリスクと脆弱性
を全て考慮すること。1つのコミュニティの中でも、児童婚に対し

て実に様々なリスク/保護要因が存在する場合がある。

以下の基準を考慮すること（これは網羅的なものではない): 

● 年齢 - 国連が思春期の若者の年齢層を、年少期(10～14歳)
と年長期(15～19歳)と定義したが、参加者が違和感なく感じ

る年齢層を指すと考えると良い。さらに、質問の枠組みや調

査方法が最も適切になるよう、参加者の年齢に合わせて調
整すること。思春期年少期の若者や子ども、特に8歳未満の

子どもを対象とした調査は、児童婚をテーマとする場合は特
に、倫理的に難しい場合があることを常に意識すること。

● ジェンダーとセクシュアリティ – 非定型的なジェンダー、また

は LGBTIQ+ と自認する人を含めることが望ましい。自分の

ジェンダーおよび/またはセクシュアリティについて（参加者が

どう感じているかという）アイデンティティをどのように特定ま
たは尋ねるかに注意すること。場合によって、LGBTIQ+ と公

表すると参加者の安全に影響が及びかねない法的制約があ

る場合もあるため、現地の専門家に助言を求めること。こうし

た場合、この件について一切尋ねることができない可能性も
ある。

● 婚姻状況または経験 – 児童婚がテーマであるため、参加者

の婚姻状況や経験には注意を払う必要がある。対象となる

のは、現在結婚している、または結婚歴のある（離婚、別居、

死別、パートナーが行方不明等）女の子や男の子だが、結婚

経験の有無に関わらず、経験や脆弱性に類似性があれば、
子どもを持つ女の子も対象とすることができる。

● 障害のある人 –場合によっては、障害があることで、児童婚

のリスクが高く、あるいは低くなったりする場合がある。特に

既婚の女の子などの小集団の中で障害のある人を特定し、

接点を持つ場合は、調査に参加することでスティグマや危害

を被ることがないよう、慎重に検討すべきである。また、全て

の障害が目に見えるわけではないことを念頭に置き、様々な

障害についてどうサンプリングするかを熟考すべきである。
障害者包摂に関するWashington short set of questionsを

参照のこと。

● 少数派に属する人 – それぞれの状況には様々な少数派集団

が存在することに留意し、関連する多様な視点を捉えるよう努

める。健康、宗教、民族、政治的信条に関連する様々な少数

派集団から参加者を募ることも検討する。はっきりとわかる形

で特定の集団に依頼・勧誘する場合は、安全と治安上の懸念
から、政治的にデリケートな側面に注意する。

● 社会経済的および/または社会的地位 -できれば、世帯収

入、利用可能な資産、教育レベルが異なる参加者を対象

に含めるようにする。また、力を持つ家族と持たない家族

の間では、社会的地位に差がある状況を考察することもで
きる。

● 地理的位置 – 地理的に特定された地域をサンプルとして

抽出し、その地域に典型的な回答を把握する、あるいは、

様々な地域をサンプルとし、回答の違いを見つけることが
できる（例: 都市と地方; 難民と受け入れコミュニティ; キャ

ンプと受け入れコミュニティでの難民グループ）。

3.4.1 サンプルサイズ

一次データ収集のサンプルサイズの設定は、プロセス規模

や、大量あるいは少量の一次データを処理・その後分析する

能力がチームにあるかどうかに左右される。一般的な基準とし
て、標準的な規模の文脈分析では、12個程度のデータポイン

トを目標とするとよい。1個のデータポイントとは、KII1回

分、FGD1回分、あるいはアンケート1回分の結果といった、情

報源の1つを指す。したがって、データポイント12個であれば、

例えば5回のKII、6回のFGD、1回の調査になる。地理的にど

んな状況にあるかにもよるが、各村の住民構成が類似してい

る場合はいくつかの村にわたってデータポイントを置くことがで

きるが、考慮すべき要因が多様な場合は、サンプリング手法を
修正する場合もある。

必要なデータポイントの数は、（既存のデータにはない、あるい

は必要とされるデータがどの程度あるかという）データ・ギャッ

プ次第で決まり、正確で関連性のある情報源がいくつあるか、

また、何人が調査に参加してくれるかによっても異なってくる。

さらに、状況によっては児童婚について話すことにデリケート

な問題やタブーが伴うため、その状況下でできる事をすること

になる。サンプルは必ずしも典型的な住民である必要はなく、

むしろ収集したデータから洞察が得られ、既存の文献にある

仮説を立証または反証できることが求められる。例えば、文献
レビューを補完するために多様な思春期の女の子と男の子25
人を対象としたFGDを実施することで、調査結果に付加価値

を与え、それによりプログラムの改善につなげていくこともでき
る。

3.4.2  データ収集地点の計画  
利用可能な時間、サンプルサイズ、職員の負担を考慮し、1日

に実施する活動の数を計画する。必要な休憩時間、昼食、移

動時間、調査に伴う全体的な精神的負担等を考慮する。グ
ループ活動の参加者は、1グループにつき6～8人までとす

る。8人を超えると、データ収集チームが全参加者の意見を収

集するのが困難になり、参加者の存在意義が小さくなる。ま

た、グループが大きくなればなるほど、データ収集チームに

は、個性のぶつかり合いをうまく処理し、全参加者が平等に参

加でき、疎外感を抱かないようにする高いスキルが求められ
る。 データ収集活動は、45～60分を厳守し、安全で快適な環

境で行うこと。

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB
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また、現地の状況に応じ、参加者全員に報酬を支払うこと。例
えば、交通費、飲食費等。参加者を1時間以上拘束する予定

の場合、例えば終日のワークショップに参加してもらう場合、

拘束時間に見合った予算を確保するか、調査方法を修正す

る必要がある。場合によって、また、参加者を決めるサンプリ

ング方法やデータ収集に費やされる時間によっては、データ

収集の前に、参加者の同意を得ておくことが望ましい。これに

は、データ収集当日の事務処理に要する時間が減り、参加者

がプレッシャーを感じずに調査について考えたり質問したりす

る時間ができるという利点がある。また、事前に話す機会があ

ることで、データ収集のプロセスと今後の流れについて参加

者の理解がすすみ、参加者とデータ収集者の間に安全で心

地よい空間を作り出すこともできる。ただし、プライバシーや秘

匿性の面で、全ての状況でこの方法が適切であるとは限らな
い。

さらにサポートが必要な場合は、ツール6. データ収集の参加

者例およびテンプレート9．データ収集計画を参照のこと。

3.5 データ収集チームを訓練する

このステップで利用可能な
ツールとテンプレート

● テンプレート10. データ収集研修の議題 – 進行役

● テンプレート11. データ収集研修の議題 – 参加者

● テンプレート12. 「具体的に」というデータ収集研修用資料

	●

●

テンプレート13. データ収集者と話し合う際に使う用語

テンプレート14. データ収集研修の概要に関する

PowerPointによるプレゼンテーション

データ収集に先立ち、データ収集チームと作業を行うために

十分な時間を確保することが不可欠である。チームのスキル

セット（知識と技術に加えて人間的資質も含む）と経験に応じ
（ステップ1.5とテンプレート4. 中核チームの特定を参照）、1日

で完了できる場合もあれば、数日を要する場合もある。

研修の目的: 
1.チームに、セーフガーディング・告白の取り扱い・通報義

務・同意プロセス（該当する場合）に関する研修を行う。

2.進行役としてのスキルを磨き、児童婚に関するデリケートな

話題を扱うためのコツを習得する。

3.データ収集の目的、調査の質問事項、期待される成果を明

確にする。例えば、児童婚の防止と対応のための統合プロ
ジェクトの設計等。

4.データ収集計画を見直し、コミュニティや状況に精通してい

る職員とボランティアから意見を聞く。例えば、作業の流れ
やタイミング、参加者の要望等。

5.

6.

表現や用語を現地語に翻訳する際のチェック手段を確認

する。

選択した方法の妥当性を確認し、必要に応じて最終的な

変更や修正を加える。

7.記録するデータの種類と方法を確認する。
8.日次調査プロトコル・役割・責任を明確化する。

9.スマートフォンやタブレット等、使用するデバイスを確認・テ

ストする。

3.5.1 研修の開発

データ収集チームのニーズに合った研修を開発する際に役立

つツールとテンプレートが添付されている。例えば、データ収集

や記録のスキルは既に備えているが、セーフガーディングに関

して再確認する必要がある調査機関と協力している場合や、

様々なテーマについて詳細な研修が求められるパートナーと
協力している場合等が該当する。

チーム内で強化が必要なスキルを把握し、強みと弱みに基づ
き、調査方法の修正が必要となる場合がある。例えば、FGD
を実施する際に、データ収集チームがグループの進行に不慣

れ、または自信がない場合、あるいはチームが翻訳者を使っ

ている、あるいは、（例えば英語からポルトガル語、そして現地
語など）翻訳を2段階で行う場合でも、6～8人の大人数ではな

く、3～4人の少人数グループにすることを検討する。

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB
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研修で取り上げるテーマ: 

調査の紹介

児童婚と危機について明らかになっていること（文献レ

ビューでわかったこと）

調査目的

調査の質問項目

役割と責任

データ収集方法とスキル

サンプリングの枠組み

データ収集ツール（各ツールを一つずつ確認）

同意書および情報シート

進行役としてのスキル

記録係としてのスキル

言語と翻訳

データ収集プロセスと作業の流れ

日次データ記録プロトコル

監督と支援

セーフガーディング、倫理、照会

データ収集後の次のステップ: データ分析

データ検証ワークショップ

分析プロセスの概要

ツールとアプローチの試験的実施
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データ収集チームに提供すべきものには、以下が含まれる。

	●

●

ノート

電子データを収集する場合、タブレットその他機器（充電機

器、バッテリー、充電場所等）

● 毎日の実地計画とデータ記録プロトコル（実施地のサンプリ

ング設計、インタビューの目標件数、ツールや方法等を概説
したもの）

● 監督者の連絡先

● 照会サービスの連絡先

● 印刷された調査資料（調査情報概要、募集文書、同意書、
アンケート、インタビューの手引き等） - 電子機器を用いた

データ収集の場合でも、バックアップとして用意すること。

● 地域の地図
● 主導/パートナー組織からの身分証明書（IDカードまたは紹

介状）

このセクションの冒頭には、研修の開発に役立つ一連のツー

ルとテンプレートが掲載されており、これには、研修の議題
案、PowerPointの研修スライド、配布資料が含まれる。

3.5.2 ツールと作業手順の試験調査

通常、試験調査は、質問や調査方法の解釈に違いが出ない

よう、対象となる母集団と同一または類似の属性や特性を持

つ集団を対象として実施される。試験調査に参加する被験者

には、あくまでも試験調査であり、データ分析や調査には一切
データが使用されないことを十分に説明しなければならない。

だが、児童婚にはデリケートな問題が伴うことを考えると、試

験調査をどんな状況下でも倫理にかなったものとする、あるい

は必ず実施できるとは限らない。扱い方があまりにも難しい、

あるいは倫理的に問題がある場合には、コミュニティを基盤と
する組織、女性団体、NGO職員など、現地の組織のメンバー

を対象に試験調査を行うことも検討できる。

試験調査では、インタビュー開始前の同意手続きから記録の
作成、文書化までのデータ収集の全プロセスを網羅すること。
試験調査で得たデータは保存したり分析に使用したりしないこ
と。これは、あくまでもデータ収集のあらゆる側面についてアプ
ローチと実用性を検証するための、プロセスに関する演習で

ある。

3.5.3 データ収集チームに対するサポート

データ収集チームに対するサポートは、研修後も続く。これは

継続的なプロセスであり、この点は計画および人員配置に十

分反映させること。これは、紛争が続いていて治安上の問題
がある状況で特に言えることだ。必要な支援には: 例えば、(電
子機器からのアップロードか、調査票やインタビューメモなど
印刷物からの確認か、その形を問わず) データが入手される

度に定期的に（毎日の場合も）行うモニタリングなど技術的な
ものや、 他には、チームメンバーから、作業の流れや安全性、

資料に関するより実用的な支援が求められる場合もある。問

題はできるだけ早く特定・対処しなければならない。アプロー

チの修正や追加研修の実施、あるいは特定のツールの使用

中止などを行う必要が生まれる場合もある。

データが監視され、チームが監督下に置かれるなかで、参加

者が倫理的な面での不安や疑問を訴えたり、チームから報告

されたりしていないか確認するのも重要である。これは、参加

者や他のコミュニティ住民が調査テーマ、募集方法、インタ

ビュー場所のプライバシーについて不安を抱く恐れのある調

査の初期段階において、特に大切である。予期せぬ問題や悪

影響への対処プロトコルは研修に組み込み、コミュニケーショ

ンや情報フローを通じて概説する必要がある。そうした事態が

発生した際に、報告・対応が直ちに行われるようにするために

は、定期的かつ手厚い監督とフォローアップが不可欠となる。

チームが簡単に参照できるように、主要なステップや情報を概
説した日次データ記録プロトコルを使用するとよい（ツール8. 
日次データ記録プロトコルのサンプルを参照のこと）。

指針として、データ収集を開始前に検討すべき、プロトコルと
計画に反映すべき主な質問をいくつか挙げる。

● データ収集チームの能力はどの程度か

● 技術チームの研修能力はどの程度か

● データ収集者の選定・研修・支援を行うためにどんな仕組み
が必要か

● 調査場所の安全性はどの程度か、また、調査参加者と調査
チームにどんなリスクが伴うか

● 調査地域で児童婚はどの程度デリケートな問題であり、また
人びとに受け入れられているか、また、 例えば、児童婚に関

する質問を、思春期の女の子の健康・ウェルビーイング・将

来の夢等、もっと一般的なテーマに置き換えるなど、調整は
必要か

● リスクと安全性の評価に、どのパートナーや関係者の参加が

必要か、また、安全面で状況に変化があった場合の対応プ
ロトコルは策定されているか

Khadra（13歲）は、近く

無理やり結婚させられる

のではないかと心配する

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

STEP 1
STEP 2

ステップ 3
STEP 4 
STEP 5

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EXg_Zj7LiUJIs5xzsFwq4nEBHYc3J1IcPQXjSNgoB161vA?e=4pasmI 
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3.6  データ収集

このステップで利用可能な
ツールとテンプレート
● テンプレート15. 一次データ報告様式

● テンプレート16. 記録係用手引きシート

● ツール8. 日次データ記録プロトコルのサンプル

● テンプレート. 17-21
› テンプレート17. 子どもと思春期の若者向け情報シート

および同意書

› テンプレート18. 18歳未満のこどもの保護者向け情報

シートおよび同意書

› テンプレート19.  成人（18歳以上）向け情報シートおよび

同意書

› テンプレート20. 成人向けオンライン同意書および情報

シート

› テンプレート21. メディア利用同意書

一次データ収集は、現在まだ得られていないエビデンスと情

報を見つけて、その空白を埋めるためのものだ。それによっ

て、意思決定の経路や社会文化的慣行、文献レビューで明ら
かになった矛盾点などを、より深く探ることができる。

しかし、人道支援や避難の状況下では、一次データ収集に多

くの困難が伴う。そのため、プロセス全体を通して、私たちの

指針である「交差性」、「女の子の視点に立つ」、「害を及ぼさ

ない」、「社会生態学的モデル」から外れることなく、慎重かつ
系統立てて熟慮することが求められる。

本ステップでは、一次データ収集期間における主要なツールと

ヒントを提供する。

3.6.1 データ記録プロトコルの策定

思わぬ事態を避けるため、プロトコルにはデータ記録の全プロ

セスを必ず決めること。 データ収集中は、毎日、開始時と終了

時に報告会を行うのが望ましい。こうすることで、このプロセス

中の支援と問題解決が確実に行えるようになり、ツールのみ

ならず、安全性や作業の流れ、作業環境の改善にもつなが

る。 また、報告会は、プロセス全体を通じてデータ収集をリア

ルタイムで向上させるのにも役立つ。 ツール8. 日次データ記

録プロトコルのサンプルを参照のこと。

データ記録プロトコルに、明確化のために以下の点を記載し
ておくと良い。

● 誰が、いつ、どのようにデータを記録するのか。例えば、専

任の記録係はいるのか。記録は手書きで紙にまとめ、一日

の終わりに入力するのか。記録は逐語的に行うのか、それ

とも要約するのか。その場にいるチームの他のメンバーも観
察記録を残すのか。

● 誰がどのようにデータを消去するのか。

● 記録されたデータの翻訳は必要か。誰がいつまでに行うの
か。例えば、1週間以内など。

● データ分析プロセスとはどんなものか。データ収集中に行う

のか、それとも収集後か。スケジュールと見通しを定める。

分析については、別途詳細な作業計画を立てることを強く推
奨する。

● 予算は全てに充当できるのか。会場への往復交通費は。参
加者の飲食費は。調査チームのモバイルデータカードは。

● 各自の役割は明確になっているか。 誰が何を担当するのか

を箇条書きで明確にすることも一案だ。

● 情報の流れは明確か。文書化し共有すべき情報は何か、ま
た、それをどのように行うべきか。

● GBVやその他の虐待を告白された場合の対応について、備

忘録に記載しておくこともよい。

She Leadsプロジェクトの会議に参加する女の子たち、

フリータウン、シエラレオネ

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で早

すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

STEP 1
STEP 2

ステップ 3
STEP 4 
STEP 5
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ステップ4: データの分析と検証

このステップで利用可能な
ツールとテンプレート

● テンプレート22. 社会生態学的領域に基づく分析の枠組み

のサンプル

● ツール9. 検証ワークショップと内省的分析のヒント

分析の枠組みは、調査プロセスの最後になって初めて検討さ

れることが多く、その結果、不要なデータを収集し、時間と費用

を無駄にする恐れがある。データ収集の前に分析の枠組みを

定義しておくことが望ましい。

4.1 調査結果の構造化

収集したデータの種類によって分析の種類は異なり、質的及

び量的データの分析を行うのが標準的なアプローチである。例

えば、質的データとその調査結果の分析としては、文献から導

かれる主要テーマや問題を探るテーマ分析を行う。量的データ

については、例えば記述統計を用いて調査結果の核になる

データをどう要約してわかりやすく解説するかを検討すべきで

ある。調査方法がもっと複雑な場合は、もっと複雑な仮説を検

証するために、推測統計分析を行うことを検討すると良い。

また、社会生態学的側面から情報を整理したり、テーマ別・質

問項目別、あるいは特定のセクターや明らかになった主要課

題等の他のグループ分けをする方が適している場合もある。

また、情報を読み解くために複数の方法を用いることもでき

る。分析の枠組みを開発する際に、特定の視点に立つ、ある

いは（すでに公開されているデータを分析する）二次分析を行

うことで、複雑に絡み合う児童婚の問題を解明できたり、アイ
デンティティ、難民/移民の立場、障害、年齢、ジェンダー等、交
差しあう様々な側面に焦点を当てることもできる。

ニーズに最適な枠組みを決定するため、中核チームと様々な

形を検討すること。また、以下の質問に答えることで明確にな

る場合もある。

● 調査の質問に答えを出すのに必要なテーマやデータ項目は
何か

● 交差分析に関する分析をどのように行うのが最も有効か、
何について調査したいのか－例えば、ジェンダー・LGBTIQ
+アイデンティティ・年齢・都市部/地方・人種や民族・障害の

有無

● どんなデータ表示方法が最も有用か、表やグラフを使用す
るか

● 対象読者層が最も容易にアクセスできる方法は何か

● 参加者の言葉の引用は重要か

● データをどう公開するか、どんな制作物を制作するか、それ
らをどう広めるか

データの整理方法の例

社会生態学的領域

これは、活動への提言を導き出すのに役立ち、複数のセク

ターにまたがるアプローチを促進するだろう。だが、社会の

様々な側面が相互に関連し合っていることや、社会・ジェン

ダー規範の影響により、情報が重複する可能性もある。

テーマ

これには、データから読み取れる児童婚の主なテーマや要

因（意思決定、女の子のセクシュアリティ、生計や機会等）を

軸に調査結果を整理することが含まれる。

活動地域・セクター

活動を種類別に整理することで、よく目にする結果や異な

る結果を含め、活動ごとにエビデンスを要約することがで

きる。これにより、各セクターが実行可能なことをはっきり

を示せる場合がある。

主要課題

これには、児童婚と強制避難・児童婚に伴う拉致と武装

集団への勧誘・子どもが家長を務める家庭・結婚した女

の子等、主要課題に基づく具体的な議論が含まれる場

合がある。これは、特に啓発と提言戦略の策定を目的と

する文脈分析に役立つ可能性がある。

調査の質問項目

調査の質問に次々と答える方法は、調査結果を簡潔に

文書化する際に役立つ場合がある。これは、政策立案者

やその他影響力のある意思決定者が質問を設定した場

合に特に有用である。

独自の分析の枠組みを作ろう!
関心のある分野に基づいて、独自の分析の枠組みを作成

し、それを社会生態学的モデルと併用することもできる。例

えば、（プランがグローバル変化の理論的根拠にしている）

セオリー・オブ・チェンジやプログラム戦略に結び付けること

もできる。

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

STEP 1
STEP 2
STEP 3
ステップ 4
STEP 5
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https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ER5DNe9HPJhLgHxXhNqBSk4BEognIaY1RxBmy0EYvCw3Xg?e=aXmAfn

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ER5DNe9HPJhLgHxXhNqBSk4BEognIaY1RxBmy0EYvCw3Xg?e=aXmAfn
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4.2 検証ワークショップと内省的分析

最初の調査結果の草案ができたら、その内容をよく理解して

いる集団と検討することが有効である。その集団とは、コミュニ

ティ住民自身、または対応の一環として実際に活動に従事し

ている者や支援団体である。調査結果の検証・考察を目的と

したワークショップ（または一連のワークショップ）を設けること

で、調査結果に一層深い意義が生まれ、深く掘り下げることが

できる。また、これは、関係者に質問し、一緒に分析の精度を

上げる機会ともなる。さらに、これらのワークショップを通して、

その文脈で行われている児童婚への取り組みが抱える課題

に対して、提言や解決策を導き出せる場合もある。一方、ワー

クショップを単に調査結果や結論の正当性を認める（または認

めない）場として開くこともできる。関係者が分析プロセスや解

決策の特定をどの程度重視するか見極めることも可能だ。調

査結果が事実に基づいたもので、解決策が最も影響を受けて

いる、または対応に関わっている人から導き出されたものにな
るよう、こうしたワークショップの活用を推奨する。

ワークショップは、過度にフォーマルなものである必要はない

（特にコミュニティ住民が威圧感を抱く恐れがある）。彼らがリ

ラックスして、これまで何をし・何を得たかに注目できるように

する。これにより、特に調査結果をコミュニティグループと一緒

に考察・質問するなかで難しい局面が生じた場合でも、最終的
な結論を導く余裕が生まれる。

データ収集と同様、コミュニティワークショップに参加すること

で、異なる集団に及ぼすリスクを考慮すること。性別、年齢、そ

の他属性でグループを分けて小規模なワークショップを開催
することが、意見を聞き出すのに最も適している場合がある。

コミュニティグループに対しては、情報量で圧倒されないよう

に、提示する内容を制限し、コミュニティ住民の関心の高いい

くつかの主要分野に焦点を絞ると良い。特に、社会生態学的

モデルの個人・家族・コミュニティの各レベルが抱える課題に

どう取り組むべきかに関する提言に活かせる意見を取り入れ

ることに注力すること。専門的な調査用語ではなく、わかりや

すい言葉を心がけること。特定の用語や専門用語は事前に確
認すること。

ワークショップの主な目的は: 
● 調査結果は参加者の現実と経験を反映しているか

● ジェンダー、年齢、社会経済的地位、難民/受け入れコミュニ

ティ等、交差性に基づく見解の相違はあるか

● 意見の分かれる、あるいは不正確な点はないか、進行役は

不正確な理由を追求できるか、特定の人にのみ当てはまる
調査結果はあるか

● 不足している、または予想外なものはあるか、その理由は

ワークショップの議題を検討するための追加の指針は、ツール
9. 検証ワークショップと内省的分析のヒントを参照のこと。

ステップ5: 公開・発信

このステップで利用可能な
ツールとテンプレート

● テンプレート23. 最終版文脈分析報告書概要

初期調査の結果の検証後、文脈分析報告書を仕上げ、完成

させる。検証期間・校正・デザイン・必要に応じて翻訳などを

盛り込んだ作業計画を策定すること。また、調査結果の活用

目的に即した一連の広報活動の一部として、配布しやすい簡
潔な概要版/パワーポイントの準備を検討することもできる。

報告書および関連成果物をそれぞれの状況で調整役となっ

ている組織と共有し、他の人も調査結果を活用でき、また提

言や行動がプログラムや提言活動に効果的に取り入れられ
るよう促すことが望ましい。

安全が保障されるならば、影響下に置かれている人びとに対

して私たちセクターが継続的に果たすべき説明責任の一部と

して、最終的な調査結果は参加したコミュニティに公表される

べきである。これは、長い報告形式である必要はなく、コミュ

ニティとの話し合いや対話など、彼らにとってアクセスしやす
い方法で実施する必要がある。

コミュニティと共有することにはメリットがあり、例えば、

	●

●

調査結果は、人びとの脆弱性と効果的な取り組みの必要性
を認識させることにつながる

結果の共有は、取り組みに必要なリソースの増加と、プログ

ラムや政策立案者の優先順位付けに影響を与える可能性

がある

● 調査結果は、コミュニティ組織が自らの活動に対する意識を

高め、提言活動、連携づくり、資金調達に必要なエビデンス

の構築につなげられるため、コミュニティ組織にとって有益な

ものになり得る

しかし、調査結果を公に共有することは、特に難民・IDP・不法

移民・人種/民族/宗教的少数派といった疎外された集団にとっ

てリスクを伴う可能性もある。調査結果によって、現地では違

法とみなされる、あるいは「有害な文化的慣習」の一例として

烙印を押されかねない行いをしている難民や避難民コミュニ
ティが特定される恐れがある。

言い換えるなら、現地コミュニティと、調査員やスポンサーの懸

念や優先事項は必ずしも同一線上にあるとは限らない。これら

の問題は、結果を共有する段階で、コミュニティ・リーダー、市

民社会組織、コミュニティ代表者と話し合わなければならない。

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクションB

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ER5DNe9HPJhLgHxXhNqBSk4BEognIaY1RxBmy0EYvCw3Xg?e=aXmAfn

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ER5DNe9HPJhLgHxXhNqBSk4BEognIaY1RxBmy0EYvCw3Xg?e=aXmAfn

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EWbr4ZboT1JLlxU90Jz7CEABGtEn4HS6EEPznWL2Bew47Q?e=kkomv5
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セクションC: ツールとテンプレート
児童婚に関する文脈分析に役立つツールキットを2種類の添付ファイルにまとめ、2つのカテゴリーに分けている

ステップ1: 文脈分析の対象範囲を決定する

● ツール1. 「知るべきこと」枠組み

● ツール2. 調査質問例

● ツール3. 予算に関する考慮事項

● テンプレート1. TOR

● テンプレート2. 活動計画

● テンプレート3. 予算

● テンプレート4. 中核チームの特定

ステップ2: 児童婚に関する文献調レビューの実施

● テンプレート5. 文献レビュー検索用語

● テンプレート6. 文献レビュー管理表

ステップ3: 一次データの収集

● ツール4. 一次データ収集における倫理的配慮

● ツール5. 参加型データ収集・分析方法の概要

● ツール6. データ収集の参加者例

● ツール7. 思春期の若者と対話する際の重要事項

● テンプレート7. 調査プロトコル

● テンプレート8. データ収集のセーフガーディングとリスク評価

● テンプレート9. データ収集計画

3.5  データ収集チームを訓練する

● テンプレート10. データ収集研修の議題 – 進行役

● テンプレート11. データ収集研修の議題 – 参加者

	● テンプレート12. 「具体的に」というデータ収集研修用資料

● テンプレート13. データ収集者と話し合う際に使う用語

● テンプレート14. データ収集研修の概要に関する

PowerPointプレゼンテーション

3.6  データ収集

● テンプレート15. 一次データ報告様式

● テンプレート16. 記録係用手引きシート

● ツール8. 日次データ記録プロトコルのサンプル

● テンプレート17-21: 子ども、保護者、成人（職員を含む）向け

の同意書/承諾書（黙諾を含む）のサンプル（オンライン用）

› テンプレート17. 子どもと思春期の若者向け情報シートお

よび同意書

› テンプレート18. 18歳未満のこどもの保護者向け情報シー

トおよび同意書

› テンプレート19. 成人（18歳以上）向け情報シートおよび同
意書

› テンプレート20. 成人向けオンライン同意書および情報
シート

› テンプレート21. メディア利用同意書

ステップ4: データの分析と検証

● テンプレート22. 社会生態学的側面に基づく分析の枠組みの

サンプル

● ツール9. 検証ワークショップと内省的分析のヒント

ステップ5: 公開・発信

● テンプレート23. 最終版文脈分析報告書概要

ツール
これらは、文脈分析を実践するための追加
の指針、考慮事項、またはヒントとして役立
つ。例えば、特定のステップや下位ステップ
に関するチェックリストやより詳細な情報。

テンプレート
さらに手を加えたり、参考例として活用でき
るよう、すぐに使える形で掲載している。例
えば、表やテンプレートはすぐに使えるよう

に空欄にしてある。

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクション C

https://planinternational.sharepoint.com/:b:/s/Toolkits/ESJeJYazjhJPjUyDQK_58TQBInNBjH53Hd23bJLIm7bVgA?e=406e65 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EUtKOSsLWVdPjo6FR5bwf6YBF2TADxVj26sDglz3a8biww?e=dXJ1V9 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EUQrdPQg6uxGsFYkFS-3pAwB4qZ-QLAKomTkVW7vf2hU2Q?e=yLcKQB

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EeGvY9TpAL9Dq8I9SXaKux4BLgqwvdQ8VQPRlNFgk4AE6A?e=wvPSut 

https://planinternational.sharepoint.com/:x:/s/Toolkits/ETqX6VRxIGxLsHFUTP25_NsB24bqYhreibkyF0QYcUBcew?e=ZLiShV 

https://planinternational.sharepoint.com/:x:/s/Toolkits/Ed3YtqstnWBAo0vKv3Umc_4B9P1zu48zoCt93saSTh0Dbg?e=Wj2zoZ 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EZ4vMf4oMrJPs6ne90tKTDEB7TVfldxJ5JzXSJ4yie8bYw?e=YVGdSg 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EVEoHgJALYNDvq3PRnQAkzsBGfBiymF1qBKnzUxzsXzbVA?e=8iHYDz 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EQn4tKaPjGpHm64WNk1ztg4BWI41SW1XZiRq4AYvqPWdCw?e=wfmVhc 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EcfwYndUqYtImAcXHw1cBFUBjbP9Fehti4x8dIqFxbXtDQ?e=uia25Q

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EStlcwGMfMhFmHqW_QfhGjUBEUY6Ce9NMXGUc_eIYm5iEA?e=c3p79L

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EStlcwGMfMhFmHqW_QfhGjUBEUY6Ce9NMXGUc_eIYm5iEA?e=c3p79L

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EeDBWG6C6xZGmQrDuP3k4zMBpjKgLmUFw2_Ui_FRzakI6g?e=a1O2ax

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EcQjWssZTfJKnnz07w53ViYBIuCiDIqnIaZknmzJA55_oA?e=SxIj8T

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EZULOY_ev9FKpi-9EnIF2HgBJjiv7ZJ92l9mn1K0zkm30Q?e=cdpo4p 
https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EXxh2-WKYqxBp8bRGRM8DL4BPtT7Jfrfl91GWFwlE3d-6w?e=0FTKi1 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EXxh2-WKYqxBp8bRGRM8DL4BPtT7Jfrfl91GWFwlE3d-6w?e=0FTKi1 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EXNmdKNt7f5AhSBePk-CfYgBtYBWoSxAdvYV1XBRGVGidQ?e=w1qfpm 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EUoETKBbBuFNj1J5pnhkUvkBEPXArkdmj_nz5fLOe8brjA?e=2sPhv0 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/Ec6krKItJxhPlE_bZl0QipoByU5trQv4xnkO2BD2wj6T-g?e=j2wz62

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/Ec6krKItJxhPlE_bZl0QipoByU5trQv4xnkO2BD2wj6T-g?e=j2wz62

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EXQVbRoMp05HhqETrmjjEYkBrqIKw3j_u-UpnKPaWzid3g?e=OPiGTn

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EXQVbRoMp05HhqETrmjjEYkBrqIKw3j_u-UpnKPaWzid3g?e=OPiGTn

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EZE_vJ7r-hVPgIzVgdwhSD4BxFV1Vcu_a3wlFdancEERmQ?e=l7NlVk

https://planinternational.sharepoint.com/:p:/s/Toolkits/ERTFGxCa23xCtojLKFp6i4YBHwRte3jNx8fGqbi-CGAaaw?e=H8h0hb

https://planinternational.sharepoint.com/:p:/s/Toolkits/ERTFGxCa23xCtojLKFp6i4YBHwRte3jNx8fGqbi-CGAaaw?e=H8h0hb

https://planinternational.sharepoint.com/:x:/s/Toolkits/EZCO1KG9eWpDvUdAlBlJJH8BLDtc9HUEuKUZz5sc6z1bcw?e=xdHnTT

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EX02QIuBLgRGsiUCz4HTYBgBUAKRrPeSlCB2ysDmHIpRsw?e=uCza9D

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EXg_Zj7LiUJIs5xzsFwq4nEBHYc3J1IcPQXjSNgoB161vA?e=4pasmI 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EfppJr9UolNAkj6_ZoQAGjMBVgV5zqMOivQRucveApvHMQ?e=EDks3w
https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EfppJr9UolNAkj6_ZoQAGjMBVgV5zqMOivQRucveApvHMQ?e=EDks3w
https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EUQF38P6N_tBg2XZDASDdekBlPgTczRCIaeyRzCSeEFvmg?e=DKLqoM

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EUQF38P6N_tBg2XZDASDdekBlPgTczRCIaeyRzCSeEFvmg?e=DKLqoM

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ET3EqwHbtBRIs9-_MDTR38UBVV-p1uAdLBCjyDzrBpfcmQ?e=zFDKsf

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EWN5aPuaKw9Eh-aNipEz67QBKNnyAOLE76iGcCPiIj6LrQ?e=IM2rAT

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ESn5CmVxyKpPooAYAptlJ9EByRs---lR412sJ9NN5y7ZNw?e=noc2AF 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EZZRwmFS-7JAoFsslIEGdJ4BGZTLnslu1-kjDGEp6B7q3A?e=Q9tDD9 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EZZRwmFS-7JAoFsslIEGdJ4BGZTLnslu1-kjDGEp6B7q3A?e=Q9tDD9 

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ER5DNe9HPJhLgHxXhNqBSk4BEognIaY1RxBmy0EYvCw3Xg?e=aXmAfn

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/ER5DNe9HPJhLgHxXhNqBSk4BEognIaY1RxBmy0EYvCw3Xg?e=aXmAfn

https://planinternational.sharepoint.com/:w:/s/Toolkits/EWbr4ZboT1JLlxU90Jz7CEABGtEn4HS6EEPznWL2Bew47Q?e=kkomv5
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詳細な説明とリソース
以下の一覧は、文脈分析に役立つ主要なリソースと追加のリソース、手引きをまとめたものである。 

発行者 リソースとリンク

児童婚に特化

WRC、UNFPA、ユニセフ、

Johns Hopskin
A Practitioner’s Guide to the Ethical Conduct of Research on Child Marriage in 
Humanitarian Settings

UNFPA、ユニセフ Addressing Child Marriage in Humanitarian Settings: Technical guide from the UNFPA-
UNICEF Global Programme to End Child Marriage 

Save the Children Addressing Data Gaps on Child, Early and Forced Marriage in Humanitarian Settings 
World Vision A Guide to Addressing Child Marriage
Girls not Brides Girls’ sexuality and child, early, and forced marriages and unions: A conceptual framework
More than Brides A Child Marriage Practitioners’ Guide to Understanding New Findings on Girls’ Agency 

and Decision-Making 
GBV AoR Helpdesk A summary of good practice approaches in addressing child marriage in emergency 

contexts, as well as an annotation of programme resources and tools
UNFPA、ユニセフ Fighting the Odds, Catalyzing Change: A Strategic Approach to Ending the Global 

Problem of Child Marriage 

児童婚に限らない

プラン・インターナショナル The Adolescent Programming Toolkit 
Save the Children The Gender and Power Analysis Toolkit (GAP)
プラン・インターナショナル Guidelines: children and young people with disabilities 
CARE International Rapid Gender Analysis 
Asia Pacific Forum on Women, 
Law and Development 

Feminist Participatory Action Research: Our Journey from Personal Change to Structural 
Change (2014)  

ツールキット:危機下および強制避難の状況下で

早すぎる結婚（児童婚）が行われる背景・文脈に関する分析セクション C

https://www.womensrefugeecommission.org/research-resources/practitioners-guide-ethical-conduct-of-research-on-child-marriage-in-humanitarian-settings/ 
https://www.womensrefugeecommission.org/research-resources/practitioners-guide-ethical-conduct-of-research-on-child-marriage-in-humanitarian-settings/ 
https://www.unicef.org/documents/addressing-child-marriage-humanitarian-settings 
https://www.unicef.org/documents/addressing-child-marriage-humanitarian-settings 
https://fic.tufts.edu/assets/childmarriageinhumanitariansettings_dec19.pdf 
https://jliflc.com/wp-content/uploads/2019/09/Guide-to-Addressing-Child-Marriage.pdf 
https://www.girlsnotbrides.org/documents/1780/Girls_sexuality_and_CEFMU_Conceptual_framework.pdf 
https://morethanbrides.org/mmwwk/portfolio-items/knowledge-product-1-control-agency/ 
https://morethanbrides.org/mmwwk/portfolio-items/knowledge-product-1-control-agency/ 
https://gbvaor.net/sites/default/files/2019-07/Good%20Practice%20Approaches%20in%20Addressing%20Child%20Marriage%20in%20Emergency%20Contexts%20-%20GBV%20AoR%20Helpdesk%202019.pdf 
https://gbvaor.net/sites/default/files/2019-07/Good%20Practice%20Approaches%20in%20Addressing%20Child%20Marriage%20in%20Emergency%20Contexts%20-%20GBV%20AoR%20Helpdesk%202019.pdf 
https://www.unicef.org/media/128306/file/Child-marriage-country-profiles-2021.pdf 
https://www.unicef.org/media/128306/file/Child-marriage-country-profiles-2021.pdf 
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用語集

CEFMU [15]

● 児童婚とは、正式な結婚であれ事実婚であれ、当事者の少
なくとも一方が18歳未満であり、そのためきちんとした同意の

得られていない結婚を指す。年齢その他の要因で子どもは

意見や提案を聞いてその内容を肯定したり同意する能力が

低いため、児童婚の大部分は強制されたものだと考えられて
いる。

● 早すぎる結婚は「児童婚」と同じ意味で使われる場合が多い
が、18歳未満でも、あるいは結婚すれば、「成年（大人とみな

される年齢）」に達すると考えられている国々で、18歳未満が

する結婚、または婚姻関係を指す。また、当事者双方が18歳

以上であっても、身体面・情緒面・性的・心理社会的な発達レ

ベル、あるいは人生の選択肢に関する情報不足など様々な

理由で結婚に同意する準備が整っていない、あるいは同意
できない場合の結婚を指すこともある。

● 強制結婚は、年齢に関係なく、当事者の一方または双方が、

社会や家族から強く強制あるいは圧力をかけられて、自由意

思に基づく完全な同意をしていない、あるいはできない状態

で結婚または婚姻関係を結んだ、また結婚から逃れることが

できない状態を指す。強制結婚には、身体・心理・経済的な

強制が伴うことがあり、人身取引や見合い結婚、児童婚等、

様々な状況で起こり得る。強制結婚の被害者は成人・未成年
を問わない。

● 婚姻とは、法律上は結婚しているとは言えないが事実上結

婚と同等である非公式な結婚または自由な婚姻を指す。この

ような婚姻は、国や宗教当局によって正式なものとされない

場合が多いため、その実数を把握して十分なデータを収集す

ることは困難である。こうした婚姻の呼称や説明には、合意

婚または自己決断婚、早期婚姻、同棲等、様々な用語が使
われている。

● 「結婚歴のある」とは、非公式な結婚や婚姻を含め、結婚を

経験したことのある女の子または男の子を指す。現在結婚し

ている女の子または男の子、夫と死別した女の子、離婚ある
いは別居している女の子または男の子も含まれる。

本ツールキットでは、「児童婚」という用語は、当事者の少なくと
も一方が18歳未満であるあらゆる結婚、正式/非公式な婚姻、

同棲を指すために使用される。児童婚の大多数は、力関係が

働いた、あるいは他に選択肢が無いために強制されたもので

あると考えられている。

思春期の若者 [1、16]

● 思春期は子どもから大人への移行期間であり、この時期に

ユースは身体・心・世界の見方がさまざまな形で急激に変

化する。

● 思春期の若者は、保護者や家族からの自立を求める一方

で同世代の仲間との絆を深めていく。ジェンダー規範は幼

少期から形作られていくが、ユースの役割と期待にさらに大

きく影響するという点で、思春期はきわめて大きな意味を持

つ。思春期の若者が経験する変化は世界共通だが、思春

期に対する理解や定義は文化的背景によって異なる。
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プラン・インターナショナルについて

プラン・インターナショナルは、子どもの権利と世界中の女の子

の平等を推進するため、日々取り組みを続けています。私たち

は、全ての子どもに力と可能性があると信じていますが、現実

には貧困、暴力、排除、差別によって抑圧されていることも少な

くありません。そして、その影響を最も受けているのは女の子た
ちです。

独立した開発・人道団体として、プラン・インターナショナルは、

子ども、思春期、ユース、支援者、パートナーとともに、女の子

と弱い立場に置かれた子どもたちが直面している課題の根底

にある原因に取り組んでいます。生まれてから大人になるま

で、子どもたちの権利を守り、彼らが自らの力で危機や逆境に

備え、対応できるよう支援するため、私たちはネットワークと知

見を活かして、地域、国、そして世界レベルで実践と政策の変
革を推進しています。

85年以上にわたり、子どもたちのために共に取り組んできた

パートナーと協力の下、私たちは世界80カ国以上で活動を続

けています。

誰もが平等な世界の実現にむけて、歩みを止めずに進んでい
きます。

お問い合わせ
� facebook.com/planinternational
� twitter.com/planglobal
�  instagram.com/planinternational
�  linkedin.com/company/plan-international
�  youtube.com/user/planinternationaltv

Plan International
International Headquarters
Dukes Court, Duke Street, Woking,
Surrey GU21 5BH, United Kingdom
Tel: +44 (0) 1483 755155
Fax: +44 (0) 1483 756505
E-mail: info@plan-international.orgplan-international.org  

UNHCRについて

私たちが目指すもの

故郷を追われ国を失った、あるいは避難を余儀なくさせられた
全ての人が、よりよい未来を築くことができる世界。

私たちについて

UNHCRは、難民、強制避難を余儀なくされたコミュニティ、無

国籍の人びとの命を救い、権利を守り、よりよい未来を築くこと
に専心する国際機関である。

私たちの活動

UNHCRは、紛争や迫害で故郷を追われた人びとの保護に向

けた国際的な取り組みを主導している。私たちは、シェルター

や食料、水といった救命支援物資の提供、基本的人権の保

護、そして人びとが「家」と呼べる安全な場所を持ち、そこでより

よい未来を築いていくために必要な解決策の策定を行ってい

る。また、無国籍の人びとに国籍が付与されるよう取り組んで
いる。

私たちの重要性

毎年、紛争や迫害から逃れるために故郷を捨てざるを得ない

男性、女性、子どもは何百万人にも上る。私たちは、避難を余

儀なくされた、また国籍を奪われた人びとに対する支援組織と
して世界をリードしている。世界130 カ国以上で活動する私た

ちは、専門知識を活かして、2023年9月時点で1億1,400万人

に上る強制避難民と無国籍者の保護とケアに取り組んでいる。

お問い合わせ

� twitter.com/refugees
� facebook.com/UNHCR
� instagram.com/refugees/
� youtube.com/c/unhcr
� tiktok.com/@refugees
� linkedin.com/company/unhcr/

United Nations High Commissioner for Refugees
Case Postale 2500, CH-1211 Genève 2 Dépôt, Suisse
Phone: +41 22 739 8111 (automatic switchboard)
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